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近
年
、
農
業
振
興
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
後

継
者
の
不
足
や
外
国
か
ら
の
輸
入

農
産
物
の
増
大
等
に
よ
り
大
き
な

局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
産
の
農
林
水
産
物

は
食
味
の
良
さ
、
品
質
と
安
全
性

の
高
さ
か
ら
、
ア
ジ
ア
や
欧
米
な

ど
海
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
平

成
25
年
12
月
に
は
「
和
食
・

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
食
ブ
ー
ム
は
世
界
的
な

広
が
り
を
着
実
に
見
せ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
本
に
お
け
る

ブ
ド
ウ
栽
培
発
祥
の
地
で
あ

る
甲
州
市
で
は
、
全
国
の
主

要
な
ブ
ド
ウ
産
地
の
各
自
治

体
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
産

地
連
携
を
最
優
先
の
目
的
と

し
た
「
全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協

議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
ブ
ド
ウ
産
地

の
関
係
団
体
が
集
ま
る
全
国

組
織
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

産
地
協
議
会
で
は
各
ブ
ド
ウ
産
地

が
抱
え
る
課
題
や
質
問
等
が
交
わ

さ
れ
、
国
内
外
に
お
け
る
ブ
ド
ウ

の
販
路
拡
大
、
価
格
向
上
を
通
じ

た
農
業
振
興
策
及
び
地
域
活
性
化

策
に
必
要
と
な
る
各
種
施
策
の
研

究
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
各
地
の
ブ
ド
ウ

産
地
が
一
堂
に
会
し
、
初
開
催
し

た
「
第
１
回
全
国
ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ

ト
」
に
は
、
10
道
府
県
か
ら
26
の

自
治
体
や
Ｊ
Ａ
な
ど
ブ
ド
ウ
産
地

関
係
団
体
お
よ
そ
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ブ
ド
ウ
産
地
協
議
会
及

び
全
国
ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ
ト
の
発
起

人
で
あ
る
、
同
協
議
会
会
長

の
田
辺
市
長
は
、「
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
産
地
間
で
結
束

し
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
」と
述
べ
、

ブ
ド
ウ
輸
出
の
現
状
と
課
題

整
理
、
産
地
間
連
携
に
よ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、

産
地
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
を
盛
り
込
ん
だ
宣
言
文
を

全
員
一
致
で
採
択
し
、
国
か

ら
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
要

望
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
貿
易
に
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
、
田
中
豊
氏
（
ア
ジ
ア
ネ

ッ
ト
代
表
）
と
、江
口
慎
一
氏
（
ジ

ェ
ト
ロ
・
日
本
貿
易
振
興
機
構
）

の
２
人
に
よ
る
基
調
講
演
が
開
か

れ
、
参
加
者
は
農
産
物
輸
出
を
進

め
る
た
め
の
産
地
間
連
携
方
策
や

様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
２
日
目
は
、
市
内
の

ブ
ド
ウ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ほ
か
、

日
本
初
開
催

　全国のブドウ産地の関係者が一堂に会し、輸出拡大策
などを話し合う「全国ブドウ産地協議会」、「第１回ブド
ウサミット」が４月 26 日と２７日の両日、甲州市勝沼
ぶどうの丘を主会場に開催され、世界に打って出るブド
ウの輸出拡大策を研究・検討する国への宣言文を採択す
るなど、日本初のブドウ産地の連携が、ここ甲州市で誕
生しました。

輸出拡大に向けた
宣言文を全員一致で採択

全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議
会

第
１
回
ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ
ト
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日
本
ブ
ド
ウ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

「
宮
光
園
」、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
各
団
体
は
、「
ブ

ド
ウ
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
、
輸
出

拡
大
な
ど
更
な
る
農
業
振
興
に

向
け
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
、
全
国
の
ブ
ド
ウ
産
地
が
結
束

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
そ
れ
ぞ

れ
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　５月２２日、第１回全国ブドウサミットで採択された要望書
を関係省庁に提出し、ブドウ農業の将来を見据え、輸出拡大に
向けた支援を要請しました。

農林水産省食料産業局の桜庭英悦審議官に要望書
を提出。
※�写真左から望月清賢市長（山梨市）、桜庭英悦
審議官、田辺篤市長（甲州市）、倉嶋清次市長
（笛吹市）、山本元久副市長（栃木市：ブドウ産
地協議会副会長代理）

ブ ド ウ
Grape summit

サミット
2014

①北海道ＪＡ新おたる� ②秋田県横手市
③山形県庁� ④山形県全農山形県本部
⑤山形県ＪＡ山形おきたま� ⑥山形県高畠町
⑦栃木県栃木市� ⑧栃木県ＪＡしもつけ
⑨埼玉県秩父市� ⑩埼玉県横瀬町
⑪新潟県新潟市� ⑫新潟県ＪＡ新潟みらい
⑬長野県小諸市� ⑭長野県塩尻市
⑮長野県東御市� ⑯長野県須坂市
⑰長野県ＪＡ信州うえだ� ⑱長野県ＪＡ中野市
⑲愛知県大府市� ⑳大阪府ＪＡ大阪中河内
�和歌山県庁� �和歌山県有田川町
�和歌山県有田落葉果樹生産組合� �香川県果樹研究同志会
�福岡県八女市� �福岡県ＪＡふくおか八女
�山梨県庁� �山梨県甲府市
�山梨県山梨市� �山梨県韮崎市
�山梨県南アルプス市� �山梨県北杜市
�山梨県甲斐市� �山梨県笛吹市
�山梨県甲州市� �山梨県ＪＡフルーツ山梨
�山梨県ＪＡ山梨中央会

全国ブドウ産地協議会
第１回全国ブドウサミット　参加団体（３７団体）

吉川貴盛農林水産副大臣
（右）に要望書を手渡す田
辺市長。

輸出拡大に向け

国に要望書を提出！
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■
支
給
対
象
者

　
�

平
成
26
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い

て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
て
、
平
成
26
年
度
市
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。

※�

た
だ
し
、
平
成
26
年
度
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
や
生
活
保
護

の
受
給
者
と
な
っ
て
い
る
方
は
対
象
外
で

す
。

■
支
給
額　
１
人
に
つ
き
１
万
円

　

�

支
給
対
象
者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
は
、
１
人
に
つ
き
５
千
円
を

加
算

　

�

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害・遺
族
基
礎
年
金
、

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
受
給
者

■
申
請
書

　

�

申
請
書
は
、
平
成
26
年
度
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
な
ど
給
付
金

対
象
者
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
へ
、
６

月
下
旬
頃
ま
で
に
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

と
と
も
に
、
申
請
に
必
要
な
書
類
を
お
送

り
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
申
請
書
は
、

６
月
下
旬
か
ら
本
庁
舎
福
祉
課
及
び
各
支

所
に
も
備
え
置
き
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

�

申
請
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
必
要
書
類

を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
、福
祉
課
へ
直
接
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

窓
口
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
郵
送
で

の
申
請
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　

６
月
23
日
（
月
）
～
９
月
24
日
（
水
）　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

■
支
給
方
法

　
ご
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

※�

審
査
の
結
果
、
受
給
者
に
は
支
給
決
定

通
知
書
を
、
受
給
者
と
な
ら
な
か
っ
た
場

合
は
不
支
給
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。

■
支
給
対
象
者

　

�

平
成
26
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い

て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
て
、
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
25
年
中
の

所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
に
満
た
な

い
方
で
す
。

※�

１
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童
に
係
る
同
年
２

月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
も
対
象
で
す
。

■
対
象
児
童

　

�

対
象
者
と
な
る
方
の
平
成
26
年
１
月
分
の

児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
で
す
。

※�

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象

に
な
っ
て
い
る
児
童
や
生
活
保
護
の
受
給

者
に
な
っ
て
い
る
児
童
は
対
象
外
で
す
。

■
支
給
額　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
申
請
書

　

�

申
請
書
は
、
６
月
下
旬
頃
ま
で
に
児
童
手

当
受
給
者
へ
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

■
申
請
方
法

　

�

申
請
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
必
要
書
類

を
添
え
て
郵
送
ま
た
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
直
接
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
間

　

６
月
23
日
（
月
）
～
９
月
24
日
（
水
）　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

■
支
給
方
法　
ご
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

※�

審
査
の
結
果
、
受
給
者
に
は
支
給
決
定

通
知
書
を
、
受
給
者
と
な
ら
な
か
っ
た
場

合
は
不
支
給
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
の
給
与
担
当
部

　
署
な
ど
に
ご
確
認
の
上
、
必
要
書
類
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給付金に
ついて、申請書の発送方法や申請方法などが決ま
りましたので、お知らせします。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

　

�

臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
、
４
月
か
ら
の
消

費
税
８
％
へ
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、

所
得
の
低
い
方
へ

の
負
担
の
影
響
を

考
慮
し
、暫
定
的・

臨
時
的
な
措
置
と

し
て
支
給
す
る
も

の
で
す
。

【
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
】

　

�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と
は
、
４

月
か
ら
の
消
費
税
８
％
へ
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
消
費
の
下

支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
支

給
す
る
も

の
で
す
。
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子育て支援センター こすもす館
フリーマーケット

☆日時：6月14日（土）午前１０時３０分～
☆会場：塩山ふれあい館（甲州市塩山体育館�北側）

子ども服・育児用品・大人服・日用雑貨・
ハンドメイド品など、たくさんの品物が
並びます。お友達を誘って、遊びにきて
ね！

◆お問い合わせ先
　子育て支援センターこすもす館（岸本）
　☎３３‐２４８７

甲州市児童センター

　　　こどもまつり
　今回で３回目になりました。児童センターで遊んだ
ことのある方はもちろん、初めての方も大歓迎！！親
子で楽しく遊びませんか？！

■日　時　6月24日（火）午前１０時～午後１時
■会　場　塩山北児童センター
■対　象　３歳以下の親子 (先着２５組 )
■内　容　おえかきハウス・ボールプール・ひもくじ・
　　　　　ボーリング・トランポリン・読み聞かせ　
　　　　　など
■参加費　無料　※申し込みが必要
■申込方法
　６月２日（月）から受け付けを開始します。
※定員になり次第締め切ります。
◆申し込み・お問い合わせ先
　塩山北児童センター（久保寺）
　☎３３‐７８００
　（土曜日・日曜日除く　９：３０～１３：３０）　

詐欺などにご注意ください

市役所や厚生労働省などから給付のための
振り込みを求めることは絶対にありません。
　申請において不明な点があった場合、市役所から
問い合わせを行う場合がありますが、市役所や厚生
労働省などからＡＴＭ（銀行・コンビニなど現金自
動支払機）の操作をお願いすることや、給付のため
に手数料などの振り込みを求めることは絶対にあり
ません。
　申請内容の確認など、市役所から申請者に電話で
お問い合わせする場合は、市役所からの電話連絡の
後に一度電話をお切りいただき、申請者から市役所
におかけ直しいただくなどの方法をとらせていただ
くことがあります。
市役所を名乗っ
た個人情報の詐
取、振り込め詐
欺などを防止す
るためです。お
手数をお掛けし
ますが、ご理解
ご協力をお願い
します。

◆
国
に
お
け
る
広
報
等

○
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

○
両
給
付
金
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

※
運
営
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
臨
時
福
祉
給
付
金

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１
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甲
州
市
区
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
塩
山
地
区

　

千
野
上
区　
　

吉
岡　
　

清

　

千
野
下
区　
　

武
川　

一
男

　

上
東
区　
　
　

樋
川　

重
幸

　

町
屋
区　
　
　

坂
本　
　

治

　

上
西
区　
　
　

筒
井　

保
文

　

中
央
区　
　
　

金
子　

信
一

　

下
東
区　
　
　

内
田　

映
一

　

下
中
区　
　
　

廣
瀬　

幸
一

　

下
西
区　
　
　

林　
　

政
美

　

上
塩
後
区　
　

志
村　

克
美

　

上
塩
後
団
地
区

　
　
　
　
　
　
　

和
田　

幸
仁

　

下
塩
後
区　
　

上
野　
　

祝

　

下
於
曽
東
区　

中
村　
　

剛

　

下
於
曽
西
区　

日
原　

健
次

　

赤
尾
区　
　
　

岩
下　
　

洋

　

下
萩
原
区　
　

古
屋　

英
則

　

北
牛
奥
区　
　

中
村　

政
彦

　

熊
野
区　
　
　

大
森　
　

明

　

西
広
門
田
区　

北
井　

征
司

　

花
園
区　
　
　

中
村　

一
成

　

中
萩
原
第
１
区

　
　
　
　
　
　
　

丸
田
米
治
郎

　

中
萩
原
第
２
区

　
　
　
　
　
　
　

柏
原　

聖
一

　

中
萩
原
第
３
区

　
　
　
　
　
　
　

角
田　

光
男

　

上
粟
生
野
区　

廣
瀬　

晴
光

　

下
粟
生
野
区　

下
本　

俊
雄

　

上
萩
原
下
切
区

　
　
　
　
　
　
　

小
野　

公
秀

　

上
萩
原
上
切
下
区

　
　
　
　
　
　
　

小
池　
　

澄

　

上
萩
原
上
切
上
区

　
　
　
　
　
　
　

雨
宮　

公
夫

　

下
小
田
原
区　

竹
内　

茂
雄

　

上
小
田
原
区　

手
塚　

清
春

　

裂
石
区　
　
　

志
村　

久
吉

　

一
ノ
瀬
高
橋
区

　
　
　
　
　
　
　

河
合　

君
英

　

下
竹
森
区　
　

雨
宮　

昭
一

　

上
竹
森
区　
　

雨
宮　
　

昇

　

福
生
里
区　
　

深
澤
冨
士
雄

　

平
沢
区　
　
　

吉
田　

善
明

　

上
井
尻
区　
　

古
屋　

文
治

　

三
日
市
場
下
区

　
　
　
　
　
　
　

窪
田　

道
忠

　

三
日
市
場
上
区

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

紀
恭

　

小
屋
敷
区　
　

竹
島
三
樹
登

　

藤
木
区　
　
　

武
藤　

弘
行

　

下
柚
木
区　
　

曽
根　

正
仁

○
勝
沼
地
区

　

勝
沼
１
区　
　

早
川　

重
男

　

勝
沼
２
区　
　

小
沢　

武
史

　

勝
沼
３
区　
　

邊
見　

清
志

　

勝
沼
４
区　
　

渡
邉　

久
雄

　

勝
沼
５
区　
　

丸
山
正
太
郎

　

勝
沼
６
区　
　

小
林　
　

一

　

勝
沼
７
区　
　

岩
森　

俊
一

　

勝
沼
８
区　
　

佐
藤　

光
貴

　

勝
沼
９
区　
　

原　
　
　

勝

　

勝
沼
10
区　
　

小
澤　

哲
也

　

勝
沼
11
区　
　

古
屋　

一
夫

　

勝
沼
12
区　
　

雨
宮　

喜
夫

　

勝
沼
13
区　
　

三
枝　

健
彦

　

勝
沼
14
区　
　

足
立　

敬
尚

　

祝
１
区　
　
　

雨
宮　

正
弘

　

祝
２
区　
　
　

前
田　

芳
博

　

祝
３
区　
　
　

飯
島　

喜
男

　

祝
４
区　
　
　

鈴
木　

卓
偉

　

祝
５
区　
　
　

市
川　

源
二

　

祝
６
区　
　
　

志
村　

義
彦

　

祝
７
区　
　
　

前
田　

貞
治

　

祝
８
区　
　
　

川
﨑　

数
馬

　

祝
９
区　
　
　

小
川　

利
雄

　

祝
10
区　
　
　

谷
内　

邦
行

　

東
雲
１
区　
　

潮
田　
　

実

　

東
雲
２
区　
　

小
野　

和
彦

　

東
雲
３
区　
　

辻　
　

一
之

　

東
雲
４
区　
　

岡
部　

和
男

　

東
雲
５
区　
　

鷹
野
今
朝
博

　

東
雲
６
区　
　

佐
野　
　

久

　

東
雲
７
区　
　

小
倉　
　

示

　

東
雲
８
区　
　

和
田　

貴
男

　

東
雲
９
区　
　

高
久　

浩
一

　

東
雲
10
区　
　

鮎
澤　

武
四

　

東
雲
11
区　
　

小
澤　

芳
三

　

東
雲
12
区　
　

坂
本　
　

剛

　

東
雲
13
区　
　

坂
本　

敏
仁

　

東
雲
14
区　
　

長
田　
　

武

　

東
雲
15
区　
　

和
賀
井　

豊

　

菱
山
１
区　
　

内
田　

博
彦

　

菱
山
２
区　
　

三
森　
　

始

　

菱
山
３
区　
　

小
林　
　

進

　

菱
山
４
区　
　

太
田　
　

博

　

菱
山
５
区　
　

小
鳥
居
嘉
信

　

菱
山
６
区　
　

三
橋　

達
夫

　

菱
山
７
区　
　

有
賀　

淑
雄

　

菱
山
８
区　
　

石
井　

法
葊

　

菱
山
９
区　
　

後
藤　

美
樹

　

菱
山
10
区�

㈹��

星
野　

健
一

○
大
和
地
区

　

天
目
区　
　
　

寺
島　

信
良

　

田
野
区　
　
　

平
山　

健
治

　

水
野
田
区　
　

田
中　

文
男

　

丸
林
区　
　
　

古
屋　

秀
幸

　

古
部
区　
　
　

平
山　

公
夫

　

宮
本
区　
　
　

塩
野　

三
喜

　

日
影
区　
　
　

山
本　
　

勲

　

鶴
瀬
区　
　
　

天
野　

勝
博

　

共
和
区　
　
　

篠
塚　

建
夫

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
・
防
災
担
当

　

☎
32
‐
５
０
４
１

平
成
26
・
27
年
度
　
甲
州
市

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

佐
藤
多
賀
子
（
日　

影
）

　

中
村　

道
子
（
上
塩
後
）

　

萱
原　

春
美
（
上
於
曽
）

　

青
山　

清
子
（
千　

野
）

　

手
塚
か
よ
子
（
初
鹿
野
）

　

内
田　

明
子
（
菱　

山
）

　

林　
　

德
子
（
下
於
曽
）

　

雨
宮　

和
美
（
上
岩
崎
）

　

小
林　

陽
子
（
勝　

沼
）

　

吉
岡　

寛
道
（
下
萩
原
）

　

佐
野
ま
す
み
（
赤　

尾
）

　

橘
田　

悦
子
（
熊　

野
）

　

寺
島　

民
子
（
菱　

山
）

　

岡
村
久
美
子
（
下
於
曽
）

よろしくお願いします
今年度委嘱された方々を紹介します



7 広報こうしゅう

　

野
澤　

敏
子
（
初
鹿
野
）

　

野
口　

雅
美
（
上
於
曽
）

　

早
乙
女
修
一
（
上
井
尻
）

　

瀧
澤　

康
雄
（
千　

野
）

　

反
田　

三
恵
（
下
塩
後
）

　

鈴
木　
　

嶢
（
下
粟
生
野
）

　

矢
﨑　
　

徹
（
下
萩
原
）

◆
お
問
い
合
せ
先

　
市
民
課�

市
民
参
画
・
協
働
担
当

　

☎
32
‐
５
５
８
３

平
成
26
・
27
年
度
　
甲
州
市

結
婚
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

広
瀬　

昭
人
（
上
萩
原
）

　

木
曽
川
初
枝
（
中
萩
原
）

　

手
塚　

香
澄
（
上
小
田
原
）

　

林
辺　

世
紀
（
上
粟
生
野
）

　

宮
原　

征
子
（
牛　

奥
）

　

河
野　

逸
子
（
西
広
門
田
）

　

松
橋　

重
子
（
上
於
曽
）

　

岡　

せ
つ
子
（
上
於
曽
）

　

飯
島　

和
子
（
上
井
尻
）

　

向
山
ゆ
き
子
（
竹　

森
）

　

中
村　

孝
榮
（
竹　

森
）

　

原　
　

儀
明
（
下
柚
木
）

　

三
森　

靜
江
（
菱　

山
）

　

石
原
ひ
ろ
美
（
下
岩
崎
）

　

髙
安　
　

一
（
等
々
力
）

　

長
田
さ
と
子
（
勝　

沼
）

　

古
屋　

親
子
（
初
鹿
野
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

人
口
対
策
室

　

☎
32
‐
５
０
３
７

甲
州
市
食
生
活
改
善
推
進
員

�������

※�

今
年
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
食
生

活
改
善
推
進
員
（
敬
称
略
）

　

小
川　

順
子
（
千
野
上
）

　

青
沼　

初
惠
（
千
野
下
）

　

山
上　

惠
子
（
上　

東
）

　

笹
本
富
士
江
（
上　

西
）

　

鷹
埜　

泰
子
（
下　

中
）

　

初
鹿
野
美
由
紀
（
赤
尾
）

　

田
中　

和
江
（
北
牛
奥
）

　

鈴
木　

豊
美
（
西
広
門
田
）

　

丸
山　

一
穂（
上
萩
原
上
切
下
）

　

雨
宮　

秀
美
（
下
竹
森
）

　

飯
島　
　

幸
（
三
日
市
場
下
）

　

三
枝
香
代
子
（
勝
沼
４
）

　

岩
森　

育
子
（
勝
沼
７
）

　

内
田　

裕
子
（
祝　

４
）

　

前
田
久
美
子
（
祝　

７
）

　

辻　
　

弘
美
（
東
雲
７
）

　

三
森
美
恵
子
（
菱
山
１
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課�

健
康
づ
く
り
担
当

　

☎
33
‐
７
８
１
３　

平
成
26
・
27
年
度
　
甲
州
市

社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運

営
審
議
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

������

○
議　

長

　

古
屋　

孝
之
（
千　

野
）

○
副
議
長

　

根
岸　

德
雄
（
下
小
田
原
）

　

深
田　

信
子
（
日　

影
）

○
委　

員

　

安
田　

鋭
一
（
上
塩
後
）

　

向
山　

建
三
（
小
屋
敷
）

　

飯
島　

武
志
（
上
井
尻
）

　

堀
川　

清
美
（
下
粟
生
野
）

　

葊
瀬　

邦
惠
（
竹　

森
）

　

保
坂　

三
郎
（
牛　

奥
）

　

山
本　
　

睦
（
赤　

尾
）

　

芝
村　

正
弘
（
等
々
力
）

　

古
屋　

典
子
（
上
岩
崎
）

　

雨
宮
江
身
子
（
休　

息
）

　

近
藤　

睦
江
（
小
佐
手
）

　

三
森　

誠
次
（
菱　

山
）

　

天
野
眞
由
美
（
鶴　

瀬
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
州
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
担
当

　

☎
32
‐
５
０
９
７

急に暑くなった
日は要注意 !!
～熱中症は予防が
　　　大切です！！～
　人間の体は熱い環境での運動や
作業を始めて、３～４日経たな
いと体温調節が上手にいきません。
このため、急に暑くなった日や、
久しぶりに暑い環境で活動した時
には体温調節が上手くいかず、熱
中症をおこしやすくなります。軽
視すると重症化し、死に至ること
もあります。適切な対応で熱中症
を防ぐことができます。�

熱中症の予防法～水分補給と暑
さを避けることが大切です！～�
① 暑さを避けましょう！ 
②  服装を工夫しましょう！（日

がさ・帽子着用・通気性の良い
服装） 

③  こまめに水分を補給しましょ
う！ 

④  急に暑くなった日は注意しま
しょう！ 

⑤  こまめに休憩を取りましょ
う！（日陰の利用）

◆お問い合わせ先
　�健康増進課　医療対策室　健康
企画・医療担当
　☎３２‐５０１４
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（平成２６年３月３１日現在）

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引　　額
一般会計 70 億 5,735 万 8千円 82億 7,205 万 8千円 △ 12億 1,470 万円
国民健康保険事業 19 億 1,055 万 9千円 21億 6,067 万 5千円 △ 2億 5,011 万 6千円
診療所事業 2,372 万 2千円 3,094 万 9千円 △ 722万 7千円
後期高齢者医療 2 億 3,152 万円 1億 4,903 万 7千円 8,248 万 3千円
介護保険事業 12 億 7,728 万 9千円 15億 9,595 万円 △ 3億 1,866 万 1千円
居宅介護予防支援事業 552 万 3千円 423万 1千円 129万 2千円
訪問看護事業 2,799 万 6千円 2,578 万円 221万 6千円
下水道事業 1 億 2,462 万 6千円 6億 8,104 万 9千円 △ 5億 5,642 万 3千円
簡易水道事業 2 億 2,279 万 5千円 2億 6,350 万 8千円 △ 4,071 万 3千円
大藤財産区 1 万 2千円 30万 1千円 △ 28万 9千円
神金財産区 514 万 8千円 476万 2千円 38万 6千円
萩原山財産区 2,825 万 5千円 2,648 万 8千円 176万 7千円
竹森入財産区 39 万 1千円 33万 1千円 6万円
岩崎山保護財産区管理会 21 万 3千円 1万 6千円 19万 7千円

※「△」はマイナスを表します

甲州市の
財政状況の公表

　地方自治法第２４３条の３ならびに「甲州
市の財政状況の作成及び公表に関する条例」
に基づき、平成２６年３月末現在における本
市の財政状況を公表します。

◆お問い合わせ先　財政課　財政担当　☎３２- ５０６５

※一般会計、特別会計、企業会計の合計
（平成２６年３月３１日現在）

市債 ３４４億２, ９６４万 7千円
一時借入金 １５億円

市債及び一時借入金の現在高

平成２５年１０月 1日から平成２６年 3月３１日までの会計別収支の状況

（平成２６年３月３１日現在）
水道事業

項　　目 金　　額
営業収益 2 億 5,349 万 1千円
営業外収益 291 万 2千円
営業費用 2 億 7,267 万 8千円
営業外費用 1,308 万 4千円

勝沼ぶどうの丘事業
項　　目 金　　額

営業収益 4 億 1,031 万 8千円
営業外収益 16 万 6千円
営業費用 4 億 2,214 万 8千円
営業外費用 1,976 万 2千円

勝沼病院事業
項　　目 金　　額

医業収益 0 円
医業外収益 2,557 万 2千円
医業費用 1,778 万 4千円
医業外費用 197 万円

（平成２６年３月３１日現在）
土　地 1,863,917㎡
建　物 185,800㎡
基　金 45 億 5,389 万 8 千円
出資金 2 億 382 万 5 千円

※平成２５年度分として収入を見込んだ市税等の額
（平成２６年３月３１日現在）

市税等の内訳 金　　額
市民税（個人分） 13 億 3,323 万 8 千円
市民税（法人分） 1 億 5,485 万円
固定資産税 22 億 4,094 万 9 千円
軽自動車税 9,718 万 5 千円
市たばこ税 2 億 4,403 万 3 千円
入湯税 2,058 万 1 千円
都市計画税 1 億 4,679 万 3 千円
国民健康保険税 11 億 4,312 万 2 千円

公営事業の経理の概況 財産、基金及び出資金の状況

住民負担の状況
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●
支
部
対
抗
の
部

○
ゴ
ル
フ　
　
　
　
勝
沼
支
部

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
Ａ
グ
ル
ー
プ　
　
神
金
Ａ

　
Ｂ
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
塩
山
北
（
千
野
下
）

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー　
勝
沼
支
部

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
勝
沼
支
部

○
卓
球　
　
　
　
　
塩
山
南
支
部

○
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
山
南
支
部

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

※
参
加
支
部

　

�

塩
山
南
、
塩
山
北
、
奥
野
田
、

大
藤
、
神
金
、
玉
宮
、
松
里
、

か
つ
ぬ
ま

○
陸
上
競
技　
　
　
塩
山
北
支
部

◆
総
合
優
勝　
　
　
塩
山
南
支
部

　
準
優
勝　
　
　
　
奥
野
田
支
部

　
第
３
位　
　
　
　
勝
沼
支
部

●
オ
ー
プ
ン
参
加
の
部

○
剣　
道

　
小
学
３
・
４
年
生
の
部

　
　
高
橋
く
る
み
（
玉
宮
）

　
小
学
５
・
６
年
生
の
部

　
　
矢
崎　
幸
明
（
玉
宮
）

　
中
学
１
年
生
男
子
の
部

　
　
飯
嶋
遼
太
郎
（
玉
宮
）

　
中
学
２
年
生
男
子
の
部

　
　
広
瀬　
竜
二
（
塩
山
北
中
）

　
中
学
３
年
生
男
子
の
部

　
　
高
谷
修
一
郎
（
勝
沼
中
）

　
中
学
生
女
子
の
部

　
　
菊
島　
智
紗
（
塩
山
中
）

○
柔　
道

　
一
般
の
部

　
　
大
山　
裕
生
（
塩
山
北
）

　
中
学
生
男
子
の
部

　
　
大
山　
拓
実
（
塩
山
中
）

　
中
学
生
女
子
の
部

　
　
辻　
　
　
麗
（
塩
山
中
）

○
空　
手

　
〈
形
の
部
〉

　
小
学
３
年
生
以
下
男
女
混
合

　
　
市
井　
叶
大
（
塩
山
）

　
小
学
４
・
５
・
６
年
生
男
子

　
　
飯
塚　
　
響
（
拳
の
会
）

　
小
学
４
・
５
・
６
年
生
女
子

　
　
尾
形　
　
萌
（
大
和
）

　
中
学
生
男
子

　
　
佐
藤　
峻
輔
（
大
和
）

　
中
学
生
女
子

　
　
手
塚　
朱
音
（
大
和
）

　
〈
組
手
の
部
〉

　
小
学
１
・
２
・
３
年
生
男
女
混
合

　
　
市
井　
叶
大
（
塩
山
）

　
小
学
４
・
５
・
６
年
生
男
子

　
　
古
屋　
　
猛
（
拳
の
会
）

　
小
学
４
・
５
・
６
年
生
女
子

　
　
尾
形　
　
萌
（
大
和
）

　
中
学
生
男
子

　
　
平
山　
諄
弥
（
塩
山
）

　
中
学
生
女
子

　
　
手
塚　
朱
音
（
大
和
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
後
援
会

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
中
学
生
男
子
の
部

　
　
松
川
・
丹
澤
組
（
勝
沼
中
）

　
中
学
生
女
子
の
部

　
　
廣
瀬
・
山
田
組
（
松
里
中
）

○
弓　
道

　
男
子
の
部　
　
　
上
野　
捷
利

　
女
子
の
部　
　
　
坂
本
喜
代
美

○
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

　
風
林
火
山

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
中
学
生
男
子
の
部

　
勝
沼
中
学
校

　
中
学
生
女
子
の
部

　
塩
山
中
学
校

○
硬
式
テ
ニ
ス

　
男
子
の
部　
　
山
下
・
橋
爪
組

　
女
子
の
部　
　
小
川
・
三
科
組

○
銃
剣
道　
　
　
　
古
屋　
栄
造

○
少
年
野
球　
　
　
塩
山
南

○
ク
レ
ー
射
撃

　
ス
キ
ー
ト
の
部　
川
口　
利
彦

　
ト
ラ
ッ
プ
の
部　
斉
藤　
一
幸

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
古
屋　
義
彦

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
オ
ー
プ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
花
園
鶴
寿
会

○
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
１
部　
　
　
　
　
塩
山
南

　
２
部　
　
　
　
　
勝
沼
Ｂ

塩山総合グラウンドのほ
か市内の各会場で、２１
種目の競技を行い、ス
ポーツを通じて交流の輪
を広げました。

　５月１１日、第２０回ダイワハウス全国少年少女野球教
室が塩山総合グラウンドで開催されました。
　野球教室には、市内の少年野球スポーツ少年団が参加し、
元プロ野球選手から、バッティング、守備の指導を受けま
した。塩山北小の中村征莉選手は、「教えてもらったことを、
練習や試合で生かしたい」と笑顔で話しました。

元プロ野球選手「少年少女野球教室」

第８回

甲州市

　　　体育祭り
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６月は
男女共同参画
推進月間です。

　甲州市では、誰もがこのまちに住みたい、住ん
でよかったと思えるような魅力ある、まちづくり、
人づくりを目指し、平成１９年３月に「甲州フルー
ティー夢プラン」が策定されました。
　大切なことは、「みんなが心地よく暮らすには
どうしたらよいか」をいろいろな場面で、さまざ
まな人が考え、よりよいと思う方法を、それぞれ
の立場で実践していくことです。
　甲州市男女共同参画推進委員は、それぞれの個
性と能力を十分に発揮することのできる社会の実
現を目指して、活動を行っています。

　男女共同参画社会とは、誰もが互いにその人の
人権を尊重しつつ、責任も分かち合い、性別に関
係なく自立した個人として個性と能力を十分に発
揮できる社会です。
◆お問い合わせ先
　市民課　市民参画・協働担当
　☎３３‐５５８３

甲州フルーティー
夢プラン

4つの基本目標

誰もが働きやすい労働
環境の整備・充実を目
指します。

人として互いに尊重し
合う、モラルある社会
づくりを目指します。

一家だんらんのあるあた
たかい家庭づくり、心身
ともに健康な家族づくり
を目指します。

心豊かな未来を築く地
域づくり、人づくりを
目指します。

男
み

み
み

女
で

環
わ にみり笑顔の

甲

州
市
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６月は
食育月間です！
合言葉は・・・
野菜・果物を つくって 
おいしく 食べるじゃん！

食改さんの「食育」

　食育とは、「食」の知識と「食」を自分で選ぶ
ことのできる力を習得し、健康な食生活を送るこ
とのできる人を育てることです。食育月間は、「食
育」の更なる推進を図るため、平成 18年に策定
された「食育推進基本計画」に基づいて定められ
たものです。年度の前半から年間を通して「食育」
への関心を高め、健康な食生活を送っていただく
ため、進学や就職、転勤等が落ち着いた６月が「食
育月間」となりました。みなさんも、この機会に
「食育」について考えてみませんか！？

甲州市食育キャラクター
ぱきぱきマン　手ばかリーナ

　食改さんとは、地区にいる「食生活改善推進員」の愛称の
ことです。赤・黄・緑のエプロンを着て、地域の健康づくり
のため、様々な食育出前講座を行い、甲州市の「食育」を推
進しています。

　その他、塩山高校への食育出前、男性料理教室、ぶどう祭り等の各種イベントへの食育出前と多くの場で
活動しています。本年度は、「なれよう�ならそう�うす味に」をテーマに積極的に活動に取り組んでいきます。
　イベントなどで三色のカラフルなエプロンを見かけたら、ぜひ足を止めて、食改さんの話を聞き、自分自
身の食生活を振り返ってみてください。
◆食育に関するお問い合わせ先　健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

こども料理教室 地区集会への食育出前講座消防団を対象としたメタボ応援団

市では、市内小学校の「食育」の
取り組みのパネルを、６月３０日
（月）まで市役所１階ロビーに展示
しています。ぜひご覧ください。



12平成26年６月

甲州市ニュース甲州市ニュース
まちの話題を　お届けします

　塩山地域の住民有志でつくる「まちなかウォーキング実
行委員会」は４月２６日、ＪＲ塩山駅周辺の商店街を巡る
「えんざんまちなかウォーキング」を開催しました。
　「ゆっくりと地域を歩いてもらう」と初開催した今回の
ウォーキングには、市内外から多くの方々が参加され、酒
店や生花店など８ヶ所に立ち寄るスタンプラリーや、市特
産ワインや生活用品の当たる抽選会、フリーマーケットな
どを楽しみ、地域住民と笑顔で交流を深めていました。

　Ｊ１ヴァンフォーレ甲府のサポーターである甲州市は４
月２９日、２０１４Ｊリーグディビジョン１「ヴァンフォ
ーレ甲府対徳島ヴォルティス」の試合を甲州市サンクスデ
ーとして参加しました。
　試合運営では、市内サッカースポーツ少年団や中学校サ
ッカー部がフェアプレイフラッグ、エスコートキッズ等を
担当。また、塩山中学校吹奏楽部によるマーチングは、試
合前の会場を盛り上げるなど、多くの市民サポーターも会
場に訪れ、ヴァンフォーレ甲府を応援しました。

まちなかウォーキング

甲州市サンクスデー

　市内には、住民により古くからの伝統行事が数
多く継承され、無病息災、家内安全、商売繁盛、
果実豊作など、住民の祈願が祭りとなり地域の輪
を築いてきました。先人から受け継がれた「伝統
の心」を大切に、今年も各地域で皆さんの手によ
り盛大に開かれました。

４
月
29
日
：
放
光
寺
「
大
黒
天
大
祭
」

５
月
８
日
：
大
善
寺
「
藤
切
り
祭
」

伝承の想いを心に
各地で伝統行事が開催

５
月
３
日
：
一
ノ
瀬
高
橋
「
春
駒
」
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まちの話題を　お届けします甲州市ニュース甲州市ニュース

  武田家の想い・・今に受け継ぐ。
  甲州市ふるさと
  武田勝頼公まつり
　�　戦国武将「武田勝頼公」を偲ぶ第４９回甲州市ふるさ
と武田勝頼公まつりが、４月２７日に大和中学校校庭
を主会場に行われました。武者の衣装をまとい約８０名
が勇壮に行進した勝頼公軍団、大和伝統の巫女の舞など、
武田家に感謝の気持ちを込め、武田の聖地としての想い
を今に受け継いでいました。
勇
壮
な
姿
の
勝
頼
公
軍
団
（
右
）、
巫
女
の

舞
を
披
露
す
る
大
和
中
の
女
子
生
徒
（
左
）

　ＮＨＫ「ラジオ深夜便のつどい」の公開収録が、５月１０日
に市民文化会館大ホールで行われました。
　甲州市民文化会館リニューアル記念事業の一環として行
われた公開収録では、「キャン・ユー・スピーク甲州弁？」
の著者である五緒川津平太さんによる「明日へのことば講
演会」のほか、エンターテイナーのグッチ裕三さんも参加し、
進行役のラジオ深夜便アンカー２人と共にトークする「アン
カーを囲むつどい」が収録され、会場が笑顔に包まれるなど、
市民文化会館のリニューアルを皆さんで祝っていました。

　甲州市観光協会は５月１４日、中里介山の小説で知られ
る大菩薩峠などを満喫する「大菩薩トレッキング～新緑編
～」を開催しました。
　「このトレッキングの特徴は、大菩薩の達人といわれる
地元案内人と一緒に歩けること」と市観光協会の保坂一久
会長が語るように、市内外から参加した６３名は、大菩薩
峠や石丸峠、丸川峠の３コースにわかれて、花や鳥などの
案内を聞きながら、それぞれに新緑の大菩薩を楽しんでい
ました。

甲州市民文化会館リニューアル記念事業

大菩薩トレッキング
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指
定
管
理
者
候
補
選
定
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
管
理
を
行
な

う
指
定
管
理
者
の
選
定
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
甲
州
市
指
定
管
理
者
候
補
選
定
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
選
定
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
・
行

政
関
係
者
を
含
む
10
人
以
内
の
委
員
で
構
成

し
ま
す
。

「
指
定
管
理
者
」
と
は
… 

　

 

市
が
指
定
し
た
民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
文
化
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど

の
公
の
施
設
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
制
度

を
「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
い
い
、
こ
の

制
度
に
よ
り
施
設
の
管
理
を
行
な
う
団
体

を
「
指
定
管
理
者
」
と
い
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
応
募
資
格

　
平
成
26
年
６
月
1
日
現
在
満
20
歳
以
上
で
、

甲
州
市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
方
で
、
７
月
か
ら
12
月
の
平
日
開
催
の

会
議(

月
１
～
２
回
程
度)

に
ご
出
席
い
た

だ
け
る
方

■
応
募
方
法

　
委
員
に
応
募
す
る
理
由
・
動
機
を
、
４
０

０
字
か
ら
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
（
様
式

自
由
）、
住
所
、�

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
お
書
き
添
え
の
上
、
甲
州
市
役
所
２
階�

政
策
秘
書
課
窓
口
に
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、

郵
便
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
書
類
に
は
、
必
ず
「
選
定
委

員
応
募
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　
６
月
23
日
（
月
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
の
消
印
有
効
で
す
。

■
そ
の
他

　
選
定
委
員
会
に
お
い
て
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
適
正
な
調
査
審
議
の
た
め
、

現
在
の
指
定
管
理
者
及
び
指
定
管
理
者
に
な

ろ
う
と
す
る
団
体
の
関
係
者
の
応
募
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
役
所　
政
策
秘
書
課

　
政
策
調
整
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
４

　
メ
ー
ル　

seisaku@
city.koshu.lg.jp

平
成
26
年
度
『
狂
犬
病
予
防
注
射
集

団
接
種
』
は
終
了
い
た
し
ま
し
た

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
市
内
各
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
飼
い

犬
で
、
ま
だ
狂
犬
病
予
防
注
射
が
未
接
種
の

方
は
、
必
ず
動
物
病
院
で
接
種
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
狂
犬
病
予
防
法
で
は
病
気
の
ま
ん

延
防
止
の
た
め
、
年
に
１
度
の
予
防
接
種
が

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。）

　

な
お
、
動
物
病
院
で
接
種
す
る
時
に
は
、

お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
を
必
ず
病
院
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
料
金
（
一
頭
に
つ
き
）　
３
，
５
０
０
円

※
内
訳

　
狂
犬
病
予
防
注
射
料　　
２
，
９
５
０
円

　
注
射
済
票
交
付
手
数
料　
　　
５
５
０
円

■
注
意
事
項

・�

新
た
に
犬
を
飼
育
す
る
場
合
は
新
規
登

録
料
と
し
て
別
途
３
，
０
０
０
円
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

・�

犬
が
高
齢
の
場
合
は
、
注
射
の
猶
予
判
断

等
を
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
３
、２
４
４
）

　
勝
沼
支
所�

市
民
福
祉
課�

☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所�

市
民
福
祉
課�

☎
48
‐
２
１
１
１

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
犬
や
猫
の
迷
子
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

�

最
近
、
迷
子
に
な
っ
た
犬
や
猫
を
市
役
所

で
多
く
保
護
し
て
い
ま
す
。
ま
た
狂
犬
病

予
防
注
射
の
会
場
で
注
射
を
す
る
際
、
首

輪
が
抜
け
て
し
ま
う
犬
を
多
数
見
受
け
ま

し
た
。
年
に
１
度
首
輪
の
点
検
や
リ
ー
ド

の
調
整
を
行
う
と
同
時
に
、「
鑑
札
」、「
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
」
等
名
札
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
犬
の
飼
い
主
と
し
て
の
心
が
け

・�

犬
は
条
例
で
つ
な
ぐ
よ
う
に
定
め
て
い

る
の
で
、
絶
対
に
放
し
飼
い
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
走
ら
せ
た
い
場
合
は
、
ド
ッ

グ
ラ
ン
広
場
な
ど
許
可
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

犬
の
糞
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
義
務
で

す
。
散
歩
の
際
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参
す

る
な
ど
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
始
末

し
て
く
だ
さ
い
。�

■
猫
の
飼
い
主
と
し
て
の
心
が
け

・�

猫
は
放
し
飼
い
が
一
般
的
で
す
が
野
良

猫
と
区
別
を
す
る
た
め
に
首
輪
を
付
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
事
故
防
止
、
寄
生
虫
や

感
染
症
の
予
防
の
た
め
に
も
出
来
る
だ
け

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・�

野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
餌
や
り
は
、
猫

が
集
ま
っ
て
糞
尿
の
臭
い
、
発
情
期
の
鳴

声
、
出
産
に
よ
る
望
ま
な
い
子
猫
が
増
え

る
な
ど
、
近
隣
住
民
へ
の
迷
惑
と
な
り
ま

す
。
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
飼
い

猫
以
外
に
は
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
３
、
２
４
４
）

情
報

information
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平
成
26
年
度
農
作
業
臨
時
雇
用
標

準
賃
金

　
甲
州
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
繁
期
等
で

臨
時
的
に
雇
用
す
る
場
合
の
目
安
と
な
る
よ

う
「
農
作
業
臨
時
雇
用
標
準
賃
金
」
を
定
め

て
い
ま
す
。

■
農
作
業
臨
時
雇
用
標
準
賃
金

※
区
分
・
金
額
（
日
当
）

　
一
般
（
重
作
業
）　　
　
７
，
６
０
０
円

　
一
般
（
軽
作
業
）　　
　
７
，
１
０
０
円

　
高
校
生　
　
　
　
　
　

�

５
，
６
０
０
円

　
耕
起
代
か
き
（
10
ａ
）

　
　
１
６
，
８
０
０
円
～
１
８
，
６
０
０
円

■
重
作
業

○
危
険
を
伴
う
作
業

　

�

脚
立
使
用
で
の
作
業
、
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー

ル
掛
け
な
ど

○
農
機
具
を
使
用
し
て
の
作
業

　

�

刈
払
い
機
、ト
ラ
ク
タ
ー
、管
理
機
、Ｓ
Ｓ
、

動
噴
使
用
で
の
消
毒
、
抜
根
整
地
な
ど

○
技
術
を
伴
う
作
業

　
剪
定
、
棚
掛
け
及
び
撤
去

■
軽
作
業

○
幅
広
い
年
齢
層
で
男
女
を
問
わ
な
い
作
業

　

�

立
カ
ン
ナ
等
で
の
除
草
、
ジ
ベ
付
け
、
傘

掛
け
、
摘
粒
、
野
菜
の
植
え
付
け
・
収
穫

及
び
管
理
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
農
業
委
員
会　
事
務
局

　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

証
明
書
自
動
交
付
機
の
一
時
停
止

に
つ
い
て

　
平
成
26
年
6
月
14
日
（
土
）
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
1
時
の
時
間
帯
に
お
い
て
、
本

庁
舎
電
気
点
検
の
た
め
、
証
明
書
自
動
交
付

機
が
一
時
停
止
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
お
急
ぎ
の
方
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ

ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
て
、
住
基

カ
ー
ド
に
よ
る
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

農振除外申出の受付延長
　農振除外の申出を先月末で終了したところですが、畑地
帯総合整備事業の受益地における農振除外の申出に限り、
再度の確認作業が必要なことから今月末まで受け付けるこ
とといたしましたのでお知らせいたします。過去にお問い
合わせいただいた案件も含めて、申出が可能かどうかの確
認をいたしますので、担当までお問い合わせください。
■申出受付期間　6月2日（月）～30日（月）
◆お問い合わせ先
○農振除外について
　産業振興課　農地担当　☎３２‐５０９２
○農振除外に係る受益地について
　農林土木課　管理担当　☎３２‐５０９３

農地の実勢賃貸借情報
　平成２５年 1月から１２月までに締結された農地の賃貸
借料の水準をお知らせします。

◆お問い合わせ先　甲州市農業委員会　事務局
　　　　　　　　　産業振興課�農地担当�☎３２‐５０９２
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平
成
26
年
度
か
ら
個
人
住
民
税（
市
・

県
民
税
）
の
均
等
割
の
税
率
が
変
わ

り
ま
す

　
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10

年
間
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
が
現
行
の

４
，
５
０
０
円
か
ら
５
，
５
０
０
円
（
市
民

税
５
０
０
円
、
県
民
税
５
０
０
円
の
加
算
）

に
な
り
ま
す
。

◆
内　
訳

○
個
人
市
民
税
の
均
等
割

　
年
額
３
，
５
０
０
円

　

�

現
行
３
，
０
０
０
円
に
５
０
０
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

○
個
人
県
民
税
の
均
等
割

　
年
額
２
，
０
０
０
円

　

�

現
行
１
，
５
０
０
円
に
５
０
０
円
加
算
さ

れ
ま
す
。

※�

個
人
県
民
税
に
は
、
森
林
環
境
税(

５
０

０
円)

を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災

の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係

る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平

成
23
年
12
月
2
日
公
布
）
に
伴
う
も
の
で
す
。

■
市
・
県
民
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

�

災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
や
、
障

害
・
病
気
な
ど
で
所
得
が
著
し
く
減
少
し
、

市
・
県
民
税
の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
方

は
、
当
該
年
度
の
市
・
県
民
税
の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
市
民
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給
者
で
、

個
人
住
民
税
を
納
税
さ
れ
て
い
る
方

に
お
知
ら
せ
で
す

　
平
成
21
年
10
月
か
ら
、
住
民
税
の
公
的
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
で
、
住
民
税
を
納
税
す
る
義

務
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

　
こ
の
制
度
導
入
に
よ
り
、
前
年
中
の
公
的

年
金
所
得
に
係
る
住
民
税
が
、
年
金
か
ら
引

き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
年
金
の
支
払
い
を
す
る
日
本
年
金
機
構

な
ど
が
直
接
、
市
に
住
民
税
を
納
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。（
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に

係
る
住
民
税
は
、
従
来
ど
お
り
納
付
書
又
は

口
座
振
替
と
な
り
ま
す
）

　
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制

度
へ
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
市
民
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅　
　
　

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

　
65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
介
護
保
険
法
の
要

介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

方
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
居
住
す
る
住
宅

（
平
成
19
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
も
の
）
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
浴

室
の
改
修
な
ど
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
を
行
い
、
改
修
工
事
後
、
原
則
と
し
て

3
か
月
以
内
に
関
係
書
類
を
添
付
の
上
、
申

告
し
た
場
合
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固

定
資
産
税
額
（
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当

分
ま
で
）
の
１
／
3
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
、
お
よ
び

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２
～
１
８
３
）

耐
震
改
修
住
宅　
　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
18
年
１
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
耐
震
補
強
な

ど
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改
修

工
事
を
お
こ
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
改
修

工
事
後
、
原
則
と
し
て
3
か
月
以
内
に
関
係

書
類
を
添
付
の
上
、
申
告
し
た
場
合
、
工
事

完
了
の
翌
年
度
か
ら
一
定
期
間
、
固
定
資
産

税
額
（
1
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま

で
）
の
１
／
２
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
、
お
よ
び

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２
～
１
８
３
）

省
エ
ネ
改
修
住
宅　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

　
平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
窓
の
改
修
工

事
（
必
須
）
を
含
む
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
行
い
、
改
修
工
事
後
に
原
則
と
し
て
3

か
月
以
内
に
関
係
書
類
を
添
付
の
上
、
申
告

し
た
場
合
に
は
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の

固
定
資
産
税
額
（
1
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相

当
分
ま
で
）
の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
、
お
よ
び
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２
～
１
８
３
）
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市民提案型協働のまちづくり支援（補
助金交付）制度による平成 26 年度事業
を募集しています。
■市民提案型協働のまちづくり支援制度
　�この制度は、地域の問題や課題を市に要望するのではな
く、みなさんの身近なアイデアや気づきを提案していた
だき、みなさんがその解決策を考えて市に提案し、市と
一緒に解決に向けて活動していただくものです。提案い
ただいた事業の中から市と協働で実施するにふさわしい
事業を選び、支援の限度額を１事業２０万円以内とし、
毎年度予算の範囲以内で実施するものです。

■次の事業について提案を募集します。
①�市の事務事業のうち協働事業として実施することが適当
な事業
②地域のまちづくりの推進を図る事業
③地域の保健、医療又は福祉の増進を図る事業
④地域の環境の保全を図る事業
⑤地域の教育・文化・スポーツの振興を図る事業
⑥地域の国際化の推進を図る事業
⑦地域の安全を図る事業
⑧�その他地域の活性化や振興に資するものと市長が認める
事業

【事業提案は自由にテーマが設定できます。】
　�社会的課題、地域課題等の解決に向けた思いやアイデア
を市民、市民活動団体、ＮＰＯ法人及び行政区等から提
案を受けて、提案団体と市が共通の目的を持って選考さ
れた提案事業を協働で実施することにより、その相乗効
果が認められる公益性の高い事業に対して補助金を交付
します。
※例えば、
・桜等の樹木や花の景観を創造する地域おこし事業
・�地域ブランドの確立のため伝統野菜を使った料理コンテ
ストの開催�����������
・�自慢できる地域の文化財や景観等を多くの人に紹介する
ため、その周辺の清掃作業等を行う地域おこし事業等です。
■応募方法
次の書類を市民課市民参画・協働担当に提出してください。
・市民提案型協働のまちづくり事業補助金申請書
・他添付書類
※書類は、市ホームページ内及び市民課にあります。
■選考方法
①一次審査（書類審査）②二次審査（選考委員会）
※�必要に応じ、面接にて団体代表、団体事務担当者から説
明をいただく場合があります。
◆お問い合わせ先
　市民課　市民参画・協働担当　☎３２‐５５８３
※�詳しい内容は、市ホームページをご覧になるか、市民課
市民参画・協働担当にお問い合わせください。また、要
望があれば、「協働のまちづくり」に関する出前講座等も
行います。

【
雪
害
対
策
】
ワ
イ
ン
原
料
用
甲
州

種
ブ
ド
ウ
栽
培
の
提
案
に
つ
い
て

　
こ
の
大
雪
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
の
皆

様
の
中
に
は
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
ハ
ウ

ス
栽
培
か
ら
露
地
栽
培
に
切
り
替
え
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

方
々
に
対
し
、
ブ
ド
ウ
栽
培
方
策
の
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
次
の
と
お
り
ワ
イ
ン
原

料
用
甲
州
種
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
提
案
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
市
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
の
「
長
期

栽
培
契
約
」
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
ワ
イ

ン
原
料
用
甲
州
種
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
行
う
2

月
の
大
雪
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
の
皆
さ

ま
で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
支
援
内
容

①
ブ
ド
ウ
樹
は
甲
州
種
に
限
り
ま
す
。

②�

苗
木
購
入
に
つ
い
て
は
、
市
と
契
約
を
締

結
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
半
分
ず
つ
負
担
し

ま
す
の
で
、
農
家
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
苗
木
に
つ
い
て
は
、
1
年
生
苗
木

で
、
来
年
3
月
に
お
渡
し
し
ま
す
。
但
し
、

植
栽
す
る
圃
場
地
は
市
内
に
限
り
ま
す
。

③�

雪
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
既
存
の
平

棚
施
設
の
修
復
に
つ
い
て
は
、
4
月
16
日

か
ら
18
日
に
農
協
塩
山
、
勝
沼
各
支
所
に

て
説
明
し
ま
し
た
、
被
害
施
設
等
応
急
対

策
事
業
に
基
づ
く
も
の
と
し
ま
す
。

■
事
業
実
施
年
度
・
相
談
受
付
期
間

①�

事
業
実
施
年
度
は
平
成
26
年
度
単
年
度
の

み
と
し
ま
す
。

②�

相
談
受
付
期
間
は
、
6
月
10
日
（
火
）
ま

で
と
し
ま
す
。

◆
事
業
主
体
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
ぶ
ど
う
・
ワ
イ
ン
産
地
確
立
会
議

　
事
務
局�

産
業
振
興
課�

ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

Facebook ページを開設！
甲州市原産地呼称ワイン制度
　「甲州市原産地呼称ワイン認証制度」を広
く知っていただくため、市では、認証制度専
用の Facebook ページを立ち上げました。
◆ＵＲＬ
　https://www.facebook.com/koshucity.aoc
◆お問い合わせ先
　産業振興課　ワイン・商工担当
　☎ 32-5092
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夏
は
海
で
遊
ぼ
う
！　
　
　
　
　

甲
州
市
民
「
海
の
家
」
を
開
設

■
海
の
家

　
静
岡
県
牧
之
原
市

　
相
良
・
静
波
海
水
浴
場

■
期　
間

　
７
月
19
日
（
土
）
～
８
月
24
日
（
日
）

■
対
象
者

　
甲
州
市
に
住
所
を
有
す
る
満
２
歳
以
上
の

　
方
（
申
込
順
に
４
５
０
名
）

■
宿
泊
利
用
予
約

①
事
前
予
約
を
し
ま
す
。

　

�

６
月
２
日
（
月
）
か
ら
直
接
、
次
の
指
定

施
設
、ま
た
は
、牧
之
原
市
観
光
協
会
（
☎

０
５
４
８
‐
２
２
‐
５
６
０
０
）
に
電
話

で
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

予
約
後
、
牧
之
原
市
観
光
協
会
か
ら
申
込

受
付
表
（
予
約
通
知
）
が
郵
送
さ
れ
て
き

ま
す
。

③
利
用
券
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

・
受
付
日

　
６
月
16
日
（
月
）
～

※
土
曜
日･

日
曜
日･

祝
日
を
除
く
。

・
受
付
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎
２
階�

産
業
振
興
課

　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

■
持
参
す
る
物

　
�

申
請
書
、
申
込
受
付
表
（
予
約
通
知
）、

印
鑑
、
利
用
者
す
べ
て
が
甲
州
市
民
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の（
保
険
証
等
）

■
そ
の
他

・�

宿
泊
施
設
到
着
時
に
利
用
券
使
用
者
で

あ
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・�

利
用
料
金
、
内
容
及
び
予
約
の
延
期
・
取

り
消
し
等
に
つ
い
て
は
、
予
約
先
の
宿
泊

施
設
に
充
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

宿
泊
利
用
料
金
は
、
甲
州
市
民
の
宿
泊
者

１
人
に
つ
き
１
泊
３
，
０
０
０
円
を
助
成

し
ま
す
。（
利
用
券
の
交
付
）
た
だ
し
１

人
２
泊
ま
で
と
し
ま
す
。
利
用
券
分
を
差

引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
利
用
券
は
、
換
金
で
き
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課

　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

甲州市民「海の家」 
※指定施設（市外局番０５４８）

・相良地区・
　大　沢（民宿）� ☎５８‐１２８７
　美宇良（民宿）� ☎５２‐０１９０
　田　沼（民宿）� ☎５２‐４０４０
　文　一（民宿）� ☎５２‐１５４３
　もりまさ（民宿）� ☎５２‐１５２６
　海岸通り（ペンション）� ☎５２‐１３６３
　リリカル（ペンション）� ☎５２‐６８８８
　むぎわらぼうし（ペンション）� ☎５２‐０１５１
　おじろ（ビジネスホテル）� ☎５２‐３２４７
　大漁苑（旅館）� ☎５８‐１８１１
　なかたに（旅館）� ☎５２‐０２９６
　大とく屋（旅館）� ☎５２‐００５５
・榛原地区・
　東　海（民宿）� ☎２２‐１２９３
　オーシャンビューはまゆう（民宿）
　　　　� ☎２２‐１２１０
　セイラーズ（ペンション）� ☎２２‐６５１１
　はちぼし（旅館）� ☎２２‐６６８８
　わかき家（旅館）� ☎２２‐０３３１
　若　草（旅館）� ☎２２‐０４９１
　静波リゾートスウィングビーチ（ホテル）
　　　　　� ☎２２‐１７１７

さわやか講演会　開催
　「青少年の非行・被害防止全国強調月間」・「社会を明るくする運動強調月間」にあわせ、青少年健全育成
への意識の高揚と、犯罪・非行のない明るい社会づくりを目指して講演会を開催いたします。
　地域で子どもを守り育てるために、多数の皆様のご参加をお願いいたします。
■日　時　7月4日（金）午後７時～
■会　場　甲州市勝沼市民会館 2階　大会議室
■演　題　「義足を翼にかえて」
■講　師　�鈴木　徹氏（駿河台大学ハンドボール部

監督）　シドニー、アテネ、北京、ロン
ドンパラリンピック出場・４大会連続入
賞、２００６年、義足選手では世界２人
目の２ｍジャンパーとなった。

■主　催　�青少年育成甲州市民会議
■共　催　「社会を明るくする運動」推進委員会
■後　援　甲州市教育委員会
　　　　　塩山ライオンズクラブ
　　　　　勝沼・大和ライオンズクラブ
◆お問い合わせ先
　�青少年育成甲州市民会議　事務局
　甲州市教育委員会�生涯学習課�☎３２‐５０９７
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６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で

す
！

　

毎
年
、
６
月
１
日
～
７
日
の
１
週
間
は
、

全
国
的
に
「
水
道
週
間
」
と
な
り
ま
す
。

　

第
56
回
目
と
な
る
今
年
は
『
お
い
し
い

な
・
だ
い
じ
な
お
水
・
ご
く
ご
く
り
』
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
全
国
一
斉
に
水
道
に

関
す
る
知
識
を
深
め
、
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
啓
発
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
甲
州
市
水
道
課
も
、
み
な
さ
ま

に
い
っ
そ
う
水
道
へ
の
親
し
み
と
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
駅
前
で
の
啓
発
活
動

や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
等
へ
の
巡
回
訪
問

を
行
い
、
給
水
装
置
の
無
料
点
検
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
水
道
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
一
人
ひ

と
り
節
水
に
心
が
け
、
限
り
あ
る
資
源
や
環

境
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
内　
容

○
駅
頭
啓
発
活
動　

　

�

水
道
週
間
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
市
内
の
各
Ｊ

Ｒ
駅
前
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
等
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

・
日　
時

　
６
月
２
日
（
月
）
午
前
７
時
～
８
時

・
場　
所

　
甲
州
市
内
Ｊ
Ｒ
３
駅
前

　
（
塩
山
駅
、
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
、
甲
斐
大

　
和
駅
）

○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
給
水
装
置
無
料
点

　
検
巡
回
サ
ー
ビ
ス

　

�

甲
州
市
内
で
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
中

か
ら
抽
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
宅
を
対

象
に
、
給
水
装
置
の
無
料
点
検
と
水
道
等

の
相
談
を
受
け
る
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

・
日　
時

　
６
月
２
日
（
月
）
午
前
８
時
40
分
～

・
巡
回
者

　
水
道
課
職
員
、
水
道
協
力
会
役
員

・
対　
象

　

�

市
内
に
お
住
ま
い
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
（
全
て
の
お
宅
は
、
巡
回
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
市
内
全
域
か
ら
抽
出
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
課　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
１
９
１
～
１
９
３
）

甲州市住宅リフォーム
補助事業がスタート

　甲州市では、今年度から市内の経済活性化を図ると共に、
住環境の向上を目的として、市内の施工業者により行う住
宅リフォーム工事に対して助成を行っています。
■�対象者
　住宅をリフォーム（増改築工事を含む）する方で、次の
　条件に該当する方
　①工事を行う甲州市内の住宅の所有者で居住している方
　②市税等の滞納がない方
　③甲州市内の事業者と請負契約をする方
　④市外から転入し、空き家住宅をリフォームする方
■対象住宅
　自己が所有し、自らが居住している個人住宅
※店舗、事務所等の併用住宅は自己居住部分のみ
■補助対象工事
　�対象住宅の増築、一部改築、改修、修繕、模様替え、設
備工事等などの対象工事費が２０万円以上（消費税含む）
のリフォームで、市内の事業者により、リフォームを行
う工事
■補助金の額
　・リフォーム補助�
　　最高限度額１０万円（工事費の 1割）
　・木造住宅耐震リフォーム補助
　　最高限度額２０万円（工事費の 1割）
　・空き家住宅リフォーム補助
　　最高限度額２０万円（工事費の 2割）
　※�いずれの補助金額について、千円未満の端数は切り捨

てとなります。
■注意事項
　①補助金交付決定前に着手した工事は、対象となりません。
　②建築後 5年以上を経過した住宅が対象となります。
　③補助は、同一住宅又は所有者につき 1回限りです。
　④この事業は平成２９年 3月３１日まで行います。
　※�申請書類や対象となるリフォーム内容は、市ホームペ

ージや建設課窓口で配布しております。
◆お問い合せ先　建設課　☎３２‐５０７１

市役所駐車場が広くなりました
　市役所西側に来庁者駐車場を整備しました。
　どうぞご利用ください。
　■利用時間
　　開庁日の午前８時３０分～午後６時
　■利用台数
　　普通車１８台、軽自動車１台　合計１９台
　◆お問い合わせ先
　　管財課��財産管理担当��☎３２‐５０６０
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健
診
受
診
で
生
活
習
慣
病
予
防　
　

６
月
か
ら
受
診
で
き
ま
す
「
甲
州
市

国
保　
個
別
医
療
機
関
健
診
」

　

私
た
ち
の
健
康
を
お
び
や
か
す
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
、
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
こ
と
が
多

く
、
異
常
に
気
付
く
た
め
に
は
毎
年
の
健
康

診
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム(�

内
臓
脂
肪
症
候
群)
と
そ

の
予
備
群
の
人
を
見
つ
け
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
、早
期
発
見
す
る
た
め
の
特
定
健
診（
基

本
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、
受
診
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
受
診
機
会
拡
大
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
８
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
個
別
医

療
機
関
健
診
の
受
診
期
間
を
本
年
度
よ
り
６

月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
の
９
ヶ
月
間
と
２
ヶ

月
延
長
し
ま
し
た
。

■
対
象
者

①�

甲
州
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
平
成

27
年
3
月
31
日
時
点
で
20
歳
か
ら
74
歳
の
方

②�

同
じ
年
度
内
に
特
定
（
基
本
）
健
診
及
び

国
保
人
間
ド
ッ
ク
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い

な
い
方

■
自
己
負
担
金　
無
料

■
申
し
込
み
方
法

※�

６
月
～
８
月
（
特
定
健
診
受
診
券
送
付

前
）
ま
で
に
受
診
さ
れ
る
方

①�

国
保
年
金
課
保
健
事
業
担
当
ま
で
電
話
等

で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

国
保
年
金
課
か
ら
特
定
健
診
受
診
券
を
郵

送
い
た
し
ま
す
。

③�

受
診
す
る
医
療
機
関
に
連
絡
し
、
受
診
日

等
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④�

受
診
日
当
日
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
及
び
特
定
健
診
受
診
券
を
持
参
し
、
特

定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
個
別
医
療
機
関
健
診
の
実
施
内
容

・
検
査
項
目

　

�

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検

査
、
尿
検
査
、
医
師
の
診
察

・
受
診
期
間　
６
月
２
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
２
月
28
日
（
土
）

・
持
ち
物　
　

�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）、
特
定
健
診
受
診
券

■
そ
の
他

・�

国
保
個
別
医
療
機
関
健
診
を
受
け
る
方
は
、

国
保
人
間
ド
ッ
ク
健
診
、
市
総
合
健
診
で
特

定
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

本
健
診
で
は
、
が
ん
検
診
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
保
健
事
業
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
５
）

指定医療機関 所在地 電話番号 ４０歳
以上

３９歳
以下

市

内

阿部ファミリー
クリニック

勝沼町下岩崎
1052 44-1131 ○ ○

あめみや医院 塩山上井尻
1419 32-5511 ○ ―

池田内科小児科医院 勝沼町勝沼
2961 44-0613 ○ ○

塩山市民病院 塩山西広門田
433-1 32-5111 ○ ○

大藤診療所 塩山上粟生野
13-1 33-2649 ○ ○

岡医院 塩山上於曽
273-1 33-2583 ○ ○

加田クリニック 塩山下於曽
1133-2 32-5507 ○ ○

甲州市立勝沼病院 勝沼町勝沼
950 44-1166 ○ ○

斉藤医院 塩山上塩後
271-1 32-8111 ○ ○

櫻林腎・
内科クリニック

塩山下塩後
336-8 39-9233 ○ ○

鶴田クリニック 塩山三日市場
1965 32-1151 ○ ○

松里診療所 塩山三日市場
1982-1 39-8333 ○ ○

渡辺医院 大和町初鹿野
1835-2 48-2230 ○ ―

市
　
　
外

秋元医院 山梨市落合
548 22-7522 ○ ○

飯島医院 山梨市小原西
５ 22-0015 ○ ○

加納岩総合病院 山梨市上神内川
1309 22-6351 ○ ○

坂の上クリニック 山梨市東後屋敷
986-8 20-1860 ○ ○

武井医院　　 山梨市上神内川
174 22-0029 ○ ○

中央内科クリニック 山梨市上神内川
47 22-1008 ○ ○

つつじクリニック 山梨市下石森
1338-25 20-8188 ○ ○

寺本医院　 山梨市下神内川
208-3 22-0121 ○ ○

中村産婦人科医院 山梨市上神内川
79-1 20-1230 ○ ―

西川医院 山梨市牧丘町窪平
772 35-2051 ○ ○

廣瀬醫院 山梨市三ヶ所
1141 20-1555 ○ ○

山梨厚生病院 山梨市落合
860

22-7898 ○ ○
吉岡医院 山梨市東後屋敷

524-1
23-5206 ○ ○

市
外

山梨県厚生連
健康管理センター

甲府市飯田
1-1-26

0120-28-
5592 ○ ○

石和温泉病院
クアハウス石和

笛吹市石和町八田
330-5

055-263-
7071 ○ ○

実施医療機関
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脳
の
健
康
度
を
知
る
検
査
（
フ
ァ

イ
ブ･
コ
グ
検
査
）
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
検
査
は
、
手
先
の
運
動
機
能
や
記

憶
・
言
語
な
ど
の
は
た
ら
き
か
ら
認
知
機
能

を
み
る
も
の
で
す
。

　
45
分
間
で
で
き
る
検
査
で
す
。
脳
を
活
性

化
し
認
知
力
の
低
下
を
予
防
す
る
た
め
に
検

査
の
結
果
が
活
か
さ
れ
ま
す
。

　
元
気
な
う
ち
か
ら
予
防
の
た
め
に
注
意
し
、

い
つ
ま
で
も
元
気
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、

こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程
・
内
容

○
6
月
19
日
（
木
）

　
認
知
症
予
防
の
講
演
及
び
検
査

○
7
月
10
日
（
木
）

　
検
査
の
結
果
説
明
会

※
時
間
（
各
日
）　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

��（
受
付�

午
後
１
時
15
分
～
）

■
対　
象

　
65
歳
以
上
の
方
で
、
前
記
日
程
の
2
日
間

　
と
も
参
加
で
き
る
方

■
場　
所　
大
和
公
民
館

■
定　
員　
50
名
（
先
着
・
予
約
制
）

■
申
込
方
法

　
参
加
希
望
の
方
は
、
甲
州
市
地
域
包
括
支

　
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
に
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
役
所　
介
護
支
援
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
気
づ
き
会
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

　
６
月
４
日
は
、む
し
歯
予
防
デ
ー
で
す
！

む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
し
て
、
お
口
の

健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
維
持

に
と
て
も
重
要
で
す
。

　
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
、
自
分
の

歯
を
保
つ
と
い
う
「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ

ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
」
が
勧
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
20
本
と
い
う
数
は
、「
何
で
も
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
」
た
め
の
最
低
限
必
要
な
歯

数
と
言
わ
れ
、
残
っ
て
い
る
歯
数
と
寿
命

に
つ
い
て
も
多
く
の
調
査
が
あ
り
、「
歯
が

20
本
以
上
あ
る
高
齢
者
は
長
生
き
す
る
」

と
も
結
果
報
告
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分

の
歯
で
美
味
し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
は
、
健
康
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
の
‘
健
口
度
（
け

ん
こ
う
ど
）’
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
方
法
は
簡
単
で
す
。
口
に
水
を
含
ん

で
30
秒
。
ぶ
く
ぶ
く
で
き
る
か
、
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
「
唇
か
ら
水
が
も
れ
た
」、「
水
を
飲
ん
で

し
ま
っ
た
」
と
い
う
方
は
、
危
険
信
号
で

す
！
！�

　
ま
ず
は
毎
日
の
生
活
の
中
に
‘
ぶ
く
ぶ

く
う
が
い
’
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
は
、
口
の
中
を
き
れ

い
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
口
の
周
り
や

頬
の
筋
肉
を
鍛
え
、
美
味
し
く
食
べ
る
口

づ
く
り
に
も
役
立
ち
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

頬を大きくふくらま
せて５回以上ぶくぶ
くしましょう

あ
な
た
の
お
口
は

　
　
　
　
　
【
健
口
】
で
す
か
？

高
齢
者
の
助
っ
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議

会
「
２
０
１
４
フ
ッ
ト
パ
ス
」

　

 

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
か
ら
、
明
治
の
鉄

道
遺
産
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
を
経
て
、

古
刹
大
善
寺
を
観
る

　
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
を
出
発
し
、
明
治
36
年

の
八
王
子
～
甲
府
間
の
開
通
か
ら
平
成
９
年

ま
で
中
央
線
の
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
利
用
さ
れ

た
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
を
歩
き
、
本
堂
が
国
宝

で
あ
る
大
善
寺
を
拝
観
し
ま
す
。

■
日　
時

　
６
月
14
日
（
土
）

　

�

午
前
９
時
～
正
午

　
　
（
受
付�

午
前
８
時
30
分
～
）

■
集　
合

　
Ｊ
Ｒ
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
前

■
定　
員　
30
名

■
参
加
費　
８
０
０
円

　
　
　
　
※
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
、
保
険
代　

　
　
　
　

�

拝
観
料
な
ど
）

　

 

塩
山
北
ま
ち
な
か
散
策
と
ジ
ャ
ガ
イ

モ
堀
体
験

　
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
北
口
の
ま
ち
な
か
を
散
策
し
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
行
い
ま
す
。

■
日　
時

　
６
月
28
日
（
土
）

　

�

午
前
９
時
～
午
後
２
時

　
　
（
受
付�

午
前
８
時
30
分
～
）

■
集　
合

　
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
北
口
前　
甘
草
屋
敷

■
定　
員　
30
名

■
参
加
費　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
※�

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
、
保
険
代
、�

ジ
ャ
ガ
イ
モ
３
キ
ロ
、
ラ
ン
チ

な
ど

■
案
内
・
申
し
込
み
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

　
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
９
２
）

　
 

第
２
回
武
田
家
の
聖
地
フ
ッ
ト
パ
ス

ツ
ア
ー

　

甲
州
市
、
甲
州
市
観
光
協
会
は
、「
武
田

家
の
聖
地
～
父
信
玄
か
ら
子
の
勝
頼
へ
託
し

た
甲
斐
の
国
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
各
地

に
数
多
く
点
在
す
る
戦
国
武
将
で
あ
る
武
田

家
代
々
の
歴
史
文
化
遺
産
を
巡
る
、
武
田
家

の
聖
地
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時

　
７
月
12
日
（
土
）
※
小
雨
決
行

　

�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分（
予
定
）

■
集　
合

　
市
役
所
勝
沼
支
所

■
コ
ー
ス

　
勝
沼
氏
館
見
学
・
大
善
寺
・
栖
雲
寺
・
景

徳
院
等
（
途
中
バ
ス
移
動
あ
り
）

■
案
内
人

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

■
定　
員　
25
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
費　
無
料
（
弁
当
持
参
）

■
申
込
み

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
観
光
交
流
課

へ
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日

　
６
月
30
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
１
０
０
０

受
講
者
募
集 

平
成
26
度
市
民
教
養

講
座
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
＆
タ
ブ

レ
ッ
ト
講
座
」

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
方
や
こ
れ
か
ら
導
入

を
考
え
て
い
る
方
（
基
本
コ
ー
ス
）、
購
入

し
て
、
あ
る
程
度
は
使
え
る
が
も
う
少
し
使

い
こ
な
し
た
い
と
い
う
方
（
応
用
コ
ー
ス
）

を
対
象
に
し
た
講
習
会
で
す
。

■
日
程
・
コ
ー
ス

　
６
月
17
日
（
火
）

①
昼
の
部
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
基
本
コ
ー
ス
）

②
夜
の
部
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
基
本
コ
ー
ス
）

　
６
月
26
日(

木)�

③
昼
の
部
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
応
用
コ
ー
ス
）

④
夜
の
部
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
応
用
コ
ー
ス
）

■
時　
間

　
昼
の
部　
午
後
２
時
～

　
夜
の
部　
午
後
６
時
30
分
～

■
会　
場

　
甲
州
市
民
文
化
会
館�

３
階�

第
２
研
修
室

■
定　
員

　
各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料　
無
料

■
対
象
者　
市
民
ま
た
は
、
市
内
在
勤
の
方

■
講　
師

　
（
株
）
フ
ォ
ネ
ッ
ト　
ス
タ
ッ
フ

■
申
込
方
法

　
６
月
25
日
（
水
）
ま
で
受
付
ま
す
。

※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

①
～
④
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
を
電
話
で

申
し
込
み
下
さ
い
。

※�

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
の
申
し
込
み
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

甲州市消防団 規律訓練
　甲州市消防団は５月１０日
と２４日の両日、塩山消防署
員の指導による規律訓練が行
われました。「規律に始まり
規律に終わる」と小倉団長が
話すように、団員は訓練を通
じて消防団の心構えを再認識
していました。

甲州市ニュース甲州市ニュース
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甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」　　
　

参
加
者
募
集

■
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」
と
は
？

　

�

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）

と
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ
Ａ
（
子
ど
も
・
宇
宙
・
未
来

の
会
）
が
提
供
す
る
テ
キ
ス
ト
や
身
の
回

り
に
あ
る
材
料
、
道
具
を
使
っ
て
、
体
育

館
な
ど
の
広
い
会
場
や
家
庭
で
の
学
習

（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
を
親
子
一
緒
に
楽
し

く
行
う
学
校
で
す
。

■
活
動
内
容
な
ど

・
第
１
回　
６
月
22
日
（
日
）

　

�

開
校
式
・
み
ん
な
で
熱
気
球
を
作
っ
て
打

ち
上
げ
よ
う�

・
第
２
回　
７
月
27
日
（
日
）

　
傘
袋
ロ
ケ
ッ
ト
・
風
見
鶏
を
作
ろ
う

・
第
３
回　
９
月
21
日
（
日
）

　
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
ろ
う

・
第
４
回　
11
月
９
日
（
日
）

　
ペ
ー
パ
ー
ス
チ
ロ
ー
ル
凧
を
作
ろ
う

　
紋
き
り
遊
び
〈
掛
け
軸
〉

・
第
５
回　
３
月
１
日
（
日
）

　

�

静
電
気
で
遊
ぼ
う
・
レ
ポ
ー
ト
発
表
・
閉

校
式

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
時
間
は
各
日
と
も
午
前
10
時
～
正
午

■
会　
場

　
甲
州
市
塩
山
ふ
れ
あ
い
館
ほ
か

　
（
甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
１
８
１
０
番
地
）

■
対　
象

　
小
学
校
１
、
２
、
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

■
定　
員

　
親
子
50
組
（
１
０
０
名
）

■
参
加
費

　
１
，
０
０
０
円
（
５
回
分
）
初
回
に
集
金

■
持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
上
履
き

■
指　
導

　
遠
藤
純
夫
さ
ん
（
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ
Ａ
副
会
長
）

　
並
木
道
義
さ
ん
（
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ
Ａ
理
事
）
他

■
申
込
方
法

　

�

小
学
校
を
通
し
て
申
込
用
紙
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

　
抽
選
の
結
果
は
後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
締
切
日　
６
月
６
日
（
金
）
必
着

■
主　
催　
甲
州
市
教
育
委
員
会

■
共　
催

　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

　
宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー

　

�

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
・
宇
宙
・
未
来

の
会
（
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ
Ａ
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
☎
32
‐
５
０
９
７

　
メ
ー
ル　

s-gakushu@
city.koshu.lg.jp

■日　時　7月20日（日）開演午後２時～
　　　　　※開場：午後１時３０分～�
■会　場　甲州市民文化会館�ホール
■内　容　忍たま乱太郎キャラクターショー
　　　　　歌のおねえさんバラエティーショー
■入場料　前売券　大　人：１，５００円
　　　　　　　　　子ども：１，０００円
　　　　　　　　　親子券：２，０００円
　　　　　当日券　大　人：１，７００円
　　　　　　　　　子ども：１，２００円
　　　　　　　　　親子券：２，２００円
　　　　　※子ども（３歳以上高校生まで）
　　　　　※親子券は、大人 1人・子ども 1人。
　　　　　　（子ども２人でも利用可）
■入場券販売
　入場券は、甲州市民文化会館で販売しています。
　（午前９時から午後５時まで）
　〇休館日：月曜日・祝日
　　　　　※月曜が祝日の場合はその翌日が休館
◆主催・お問い合わせ先　甲州市民文化会館　☎３２‐１４１１

市民文化会館リニューアル記念事業
忍たま乱太郎キャラクターショー＆
歌のおねえさんバラエティーショー
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「
甲
州
市
出
前
講
座
」
を
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か

　
生
涯
学
習
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
市
が
行

っ
て
い
る
業
務
の
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

市
民
と
市
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

助
と
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
出
前
講
座
を
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
予

定
日
の
3
週
間
前
ま
で
に
「
甲
州
市
出
前
講

座
利
用
申
込
書
」
を
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

担
当
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
書
・
メ
ニ
ュ
ー
等
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。（
会
社
・
学
校
・

公
民
館･

Ｐ
Ｔ
Ａ
サ
ー
ク
ル･

そ
の
他
の
団

体
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

山
梨
県
俳
句
大
会
作
品
募
集

　
山
梨
県
下
全
市
町
村
文
化
協
会
の
俳
句
部

連
携
に
よ
る
山
梨
県
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
の
開
催
に
伴
い
、
作
品
募

集
を
行
い
ま
す
。

■
対　
象　
県
内
在
住
者
（
高
校
生
以
上
）

■
投
句
内
容

　
一
人
５
句
（
四
季
雑
詠
、
未
発
表
）

■
参
加
費

　
２
，
０
０
０
円
（
郵
便
振
替
口
座
利
用
）

■
募
集
期
間

　
6
月
1
日
（
日
）
～
7
月
31
日
（
木
）

■
表
彰
と
講
演

　
10
月
13
日
（
祝
）
午
後
１
時
30
分
～

　
山
梨
県
立
図
書
館

　
演
題
「
俳
句
と
私
（
仮
題
）」

　
講
師　
保
坂�

敏
子
氏

　
　
　
　
（
山
梨
日
日
新
聞
選
者
）

■
投
句
方
法

　
要
領
に
添
付
の
投
句
用
紙
に
記
入
し
、
郵

　

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
要
領
は
、
生
涯

　
学
習
課�

社
会
教
育
担
当
に
あ
り
ま
す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

　
事
務
局　
斉
藤�

幸
三

　
☎
０
５
５
‐
２
６
２
‐
４
６
２
９

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

「
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
開
催

　

 

カ
ヌ
ー
・
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
・
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
な
ど
、
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
が
い
っ
ぱ

い
！

　
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
わ
く
わ

く
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
普
段
で

は
あ
ま
り
出
来
な
い
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
で
、
競
技
の
幅
を
広
げ
、
ス
ポ

ー
ツ
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

■
日　
時

　
６
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
会　
場

　
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
幼
児
年
長
～
小
学
６
年
生

■
内　
容

○
午
前　
プ
ー
ル
で
カ
ヌ
ー
教
室

○
午
後　

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
（
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
）

※
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
と
は
…

　

�

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
を
柔
ら
か
い
フ
リ
ス
ビ

ー
で
行
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。
簡
単
な
ル

ー
ル
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
み
ん
な
で
楽
し
め

る
！

※
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
…

　

�

氷
上
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
カ
ー
リ
ン
グ
を

ヒ
ン
ト
に
作
ら
れ
た
、
室
内
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ス
ト
ー
ン
の

変
わ
り
の
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
向
か
っ
て
転
が
す
ゲ
ー
ム
。

■
服
装
・
持
ち
物

　

�

動
き
や
す
い
服
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
水

着
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
・
お
弁
当

■
定　
員　
24
名

■
参
加
料　
２
，
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

�

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
６
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
で
予
約
の
上
、
受
付

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
１
５
９
６　
※
毎
週
月
曜
日
休
館

甲
州
市
水
泳
記
録
会 

参
加
者
募
集

　
甲
州
市
体
育
協
会
水
泳
部
で
は
、
こ
の
度

水
泳
記
録
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

25
ｍ
の
み
で
す
か
ら
、
お
友
達
を
誘
っ
て
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
ど

な
た
で
も
、
何
種
目
で
も
参
加
可
能
で
す
。

参
加
者
に
は
記
録
証
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

種
目
は
、「
自
由
形
」「
平
泳
ぎ
」「
背
泳
ぎ
」

「
バ
タ
フ
ラ
イ
」
の
4
種
目
で
す
。

※
何
種
目
で
も
エ
ン
ト
リ
ー
可
能
で
す
。

　
参
加
者
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
、
参

加
当
日
は
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日　
時

　
6
月
7
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
～
（
受
付
）

　
午
後
2
時
～
（
記
録
会
）

■
場　
所

　
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
参
加
料　
無
料

■
締
切
日　
6
月
6
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
８

塩山駅南口
市民ギャラリー

6月2日（月）～7月7日（月）

甲州市文化協会美術部（塩山）による
作品を展示いたします。
※�展示内容・期間は、変更になる場合
もあります。

◆甲州市教育委員会◆
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釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

　

 

麻
糸
を
使
っ
て
10
セ
ン
チ
四
方
の　

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
日　
時

　
６
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～

■
参
加
費　
２
０
０
円
（
材
料
費
）

■
定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

※�

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
方
と
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

春
の
企
画
展

「
甲
府
盆
地
東
部
の
古
墳
」

　
古
墳
の
副
葬
品
～
武
具
・
馬
具
・
装
飾
具

な
ど
の
展
示
。
古
墳
時
代
の
焼
き
物
～
土
師

器
・
須
恵
器
の
展
示
。

■
期　
間　
６
月
２
日
（
月
）
ま
で

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提
示
で
、

本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま

す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年

会
費
１
，
０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
釈
迦

堂
遺
跡
博
物
館
公
式Facebook

で
は
最

新
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
釈
迦
堂
遺
跡

博
物
館
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※http://w
w
w
.eps4.com

link.ne.jp/

　

~shakado/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

※
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

※
休
館
日

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　
２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
１
０
０
円

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
工
作
あ
そ
び

　

�「
シ
ー
ル
あ
そ
び
を
し
よ
う
」
～
い
ろ
い

ろ
な
形
、
色
の
シ
ー
ル
を
ペ
タ
ペ
タ
貼
っ

て
遊
び
ま
す
。

■
日　
時　
６
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
親
子

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

�「
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
触
れ
合
い
を
楽

し
も
う
」

■
日　
時　
６
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
以
下
の
親
子

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

■
内　
容　
か
ら
だ
あ
そ
び

　

�「
動
物
に
変
身
し
て
遊
ぼ
う
」
～
い
ろ
ん
な

動
物
に
変
身
し
て
全
身
運
動
を
し
ま
す
～

■
日　
時　
６
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
１
歳
以
上
の
親
子

■
持
ち
物　
上
履
き

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

■
保
険
の
種
類

　

�

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬

祭
費
用
保
険

■
対
象
と
な
る
事
故

　
団
体
活
動
中
の
事
故
／
往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

■
そ
の
他

○�

団
体
活
動
を
行
う
５
名
以
上
の
方
々
で
ご

加
入
く
だ
さ
い
。
加
入
区
分
は
加
入
者
ご

と
に
ご
選
択
く
だ
さ
い
。

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
加
入
受
付
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※http://w
w
w
.sportsanzen.org

※
資
料
請
求
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
受

　
付
け
て
お
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会　

　
☎
０
３
‐
５
５
１
０
‐
０
０
２
２

有
料
広
告
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
に
つ
い
て

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

■
費　
用

　
参
加
費
と
し
て
９
万
円
。

※�

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、
帰
国
時

宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数
料
等
は
含
ま
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

※�

参
加
費
は
、
燃
料
費
の
高
騰
、
円
安
等
諸

般
の
事
情
に
よ
り
値
上
げ
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
実
施
地
域

　
本
年
度
は
次
の
地
域
で
実
施
予
定
で
す
。

　

�

旧
満
州
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
旧
ソ

連
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ

オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ

ー
海
峡
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
、
中
国
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル

バ
ー
ト
諸
島

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
財
団
法
人　
山
梨
県
遺
族
会

　
（
甲
府
市
岩
窪
町
６
０
８
）

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
６
６
４

や
ま
な
し
男（
ひ
と
）と
女（
ひ
と
）

と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

■
日　
時

　
6
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

■
会　
場

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　
（
甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
４
４
）

■
講　
演

　

�「
子
育
て
＆
孫
育
て
が
つ
む
ぐ
家
族
の
絆

～
ゆ
る
く
つ
な
が
る
地
縁
・
血
縁
で
社
会

を
変
え
よ
う
～
」

■
講　
師

　
宮
本
ま
き
子
さ
ん

　
（
家
族
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　

�

少
子
高
齢
化
の
進
行
を
と
め
る
た
め
、
地

域
や
家
庭
で
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
５
８

　�甲州市の観光や特産品など広くＰＲしてくれるキャン
ペーンガール「甲州市フルーツ娘」を募集します。あ
なたも「フルーツ娘」になってみませんか！
■主な活動
①観光キャンペーン
②イベントでのＰＲ活動
③甲州市かつぬまぶどうまつり・・・１０月（必須）
④甲州フルーツマラソン大会・・・・１０月（必須）
⑤その他、テレビ等への出演、雑誌の取材等
■応募資格
　�前項の活動に対して理解と関心を持ち、甲州市及び近
隣市町村に在住する３０歳くらいまでの女性の方
■応募方法
　�観光交流課および甲州市ホームページに掲載してあり
ます「応募申請書」に必要事項を記入のうえ、履歴書
１通（顔写真張付）を添付し、観光交流課に郵送で応
募ください。
■締切日　６月１３日（金）必着
◆応募・お問い合わせ先
　〒４０４- ８５０１　甲州市塩山上於曽１０８５- １
　　観光交流課　企画・宣伝担当　☎３２‐２１１１（内２９１）

生涯学習課からのお知らせ

女子力アップ講座計画中！
女性の美容などをテーマに通年の総
合的な講座を開催します。
詳しくは広報７月号でお知らせしま
す。
◆お問い合わせ先
　甲州市教育委員会　生涯学習課
　社会教育担当��☎３２‐５０９７

全国に甲州市をＰＲしてみませんか
甲州市フルーツ娘を募集
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甲州市は市税の徴収を強化しています
悪質な滞納は絶対に許しません！
　甲州市では市民サービス等を実施するのに欠かすことの出来ない貴重
な自主財源である市税収入の適正な確保を目的として市税の収納強化に
努めております。
　大多数の市民の方には、市税を納期限内に納めていただいております
が、督促にも催促にも応じない一部の市民の方に対しましては、税負担
の公平性を確保するため、やむを得ず法律に基づき強制的に給与・不動
産・預貯金・自動車・生命保険等の財産の差押えを執行し、その財産を
インターネット公売などにより換価し、滞納税額に充てております。
　また、場合によっては職員が滞納者の自宅等を法律に基づき強制的に
捜索し、発見した財産を差押え、搬出することも行っております。

毎月延滞金納付書を送付しています。
　市では、法令に基づく市税の延滞金につきましても税負担の公平性の観点から適正な徴収を図っています。延滞金は、
滞納されていた本税が納付されますと確定延滞金となり納付義務が発生するため、延滞金納付書を送付し、この確定延
滞金の請求を行っています。
　延滞金を発生させないために納期内の納税をお願いいたします。また、支払い忘れ等を防止するため、口座振替サー
ビス等のご利用をお勧めいたします。

延滞金とは？
　納期限までに税金が完納されない場合には、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、甲州市条例に定められた
割合を乗じて計算した延滞金が発生します。
　　〇納期限の翌日から１ヶ月を経過する日まで　　→　年　３．０パーセント
　　〇１ヶ月を経過した日以降　　　　　　　　　　→　年　９．３パーセント

納期限内に納税できない方は納税相談にお越しください。
　災害や病気等の事情により、納期限内に全額を納められない場合には、徴収の猶予などの制度があります。生活
状況や財産の取得状況などを申告していただき、調査の結果、要件に該当した場合に適用されますので、納税困難
の方は必ずご相談ください。

コンビニでも納付できますので、ご利用ください。
■取り扱える税金の種類
　市・県民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税
■必要なもの
　納付書　（コンビニ収納用のバーコードが印刷された納付書）
■取り扱いのできる主なコンビニエンスストア
　セブンイレブン、ファミリーマート、ヤマザキデイリーストア、ローソン、エーエム・ピーエム、　エ
　ブリワン、ＭＭＫ設置店、くらしハウス、ココストア、サークルＫ、サンクス、スリーエフ、生活彩家、
　セイコーマート、ミニストップ　など　（一部取扱いしていない店舗もあります）

◆納税相談窓口◆
　収納課　徴収担当　☎３２‐２１１１（内線１７１、１７２、３７３）

午前８時３０分～午後５時１５分　※延長窓口（毎週水曜日）は午後７時１５分まで
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障
害
者
生
活
支
援
相
談

■
時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間
外
相
談
日

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
６
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　
６
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

　
障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身
が
、
同

じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り

ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
視　
覚

　
石
原
テ
ル
氏　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴　
覚

　
遠
藤
養
蔵
氏　
　
　
　

32
‐
４
１
９
０

■
肢　
体

　
羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）
☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江
氏　
　
　
☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

※�

相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所

で
き
な
い
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
は
じ
め
て
の
方
で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
６
月
３
日
（
火
）
午
後
1
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」
の
お
知

ら
せ

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

○
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

■
日　
時　
６
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

■
申
込
み　
６
月
11
日
（
水
）
ま
で

○
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談

■
日　
時

　
毎
月
第
１
・
第
3
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

も
の
忘
れ
相
談

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
６
月
20
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎�

１
階�

市
民
会
議
室
Ｂ

■
申
込
方
法

　
こ
の
相
談
は
、完
全
予
約
制
（
無
料
）
で
す
。

　
６
月
18
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※�
も
の
忘
れ
相
談
は
、
毎
月
第
3
金
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　
☎
32
‐
５
６
０
０

介
護
者
の
会
「
四
葉
の
会
」
主
催　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
見
学
に
い

き
ま
せ
ん
か
。

　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
と
は
、
介
護
が
必

要
と
な
っ
た
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
家
・

地
域
で
の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
利
用
者
の
状
態
や
必
要
に
応
じ
て

「
通
い
」
を
中
心
に
「
泊
ま
り
」「
訪
問
」
の

３
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
在

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
日　
時

　
６
月
16
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～

■
集　
合

　
市
民
文
化
会
館�

表
駐
車
場

　
午
後
１
時�

出
発

※�

現
地
集
合
を
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み
時

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
内　
容

　
地
域
密
着
型
複
合
施
設
「
憩
の
家　
湯
苗

田
」(

山
梨
市
牧
丘
町)

の
施
設
見
学

■
対　
象

　
会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　

■
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話
に

て
６
月
13
日
（
金
）
正
午
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０
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無
料
法
律
相
談

■
日　
時

　
6
月
16
日
（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
～
５
時

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー�
２
階�
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
７
名（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

※�

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
６
月
５
日
（
木
）
午
前
8
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

た
い
の
で
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

■
日　
時

　
６
月
25
日
（
水
）

　
午
前
の
部�

午
前
9
時
～
正
午

　
午
後
の
部�

午
後
１
時
～
4
時

■
場　
所　

　
市
役
所
本
庁
舎�

１
階　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
12
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

■
内　
容

　
消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
な
ど

■
そ
の
他

・�

こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・�

６
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項
を

よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
山
梨
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
、
甲
州
市
の

消
費
生
活
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称

略
・
順
不
同
）

　
萱
原�

春
美
（
上
於
曽
）

　
鮎
澤�

京
子
（
熊　
野
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

借
金
の
返
済
に
お
困
り
の
方
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
電
話
相
談
可
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱
え
お

悩
み
の
方
を
対
象
と
し
た
相
談
を
毎
日
（
平

日
）
行
い
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
で
の
相
談
も
可
能
で
、
秘
密
厳
守
・

相
談
は
何
回
で
も
無
料
で
す
。
早
め
の
電
話

が
解
決
に
向
け
た
第
一
歩
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
付
（
平
日
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
省
関
東
財
務
局　
甲
府
財
務
事
務
所

　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

全
国一斉「
子
供
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

■
日
時
（
7
日
間
）

　
6
月
23
日
（
月
）
～
29
日
（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
5

　
時
ま
で

■
担
当
（
県
内
の
実
施
機
関
）

　
甲
府
地
方
法
務
局
職
員
・
山
梨
県
人
権
擁

　
護
委
員
連
合
会
人
権
擁
護
委
員

■
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
法
務
省
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

知的障害者巡回相談
　療育手帳の判定、各種制度についての相談など、知的障
害者に対する更生・援護に関する相談会を開催します。
　なお、相談は完全予約制となりますので、ご注意ください。

■日　時　6月17日（火）午前１０時～午後３時
　　　　　　　　　　�受付　午前１０時～正午
■場　所　甲州市民文化会館２階　第１，２，３会議室
◆申し込み・お問い合わせ先
　山梨県障害者相談所　知的障害者相談スタッフ
　☎０５５‐２５４‐８６７４

山火事防止を呼びかけ
　田辺市長をはじめ市職員
（管理職）は 4月２６日から
大型連休中、ハイキングに訪
れた皆さんに山火事防止を呼
びかける周知活動を行いまし
た。

甲州市ニュース甲州市ニュース
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◎社会福祉事業へ
　・神宮司�剛さん（下粟生野）
◎雪害支援へ
　・�塩山ロータリークラブ・富津中央ロータ
リークラブ

　・立正佼成会
◎社会福祉協議会へ
　・塩山北中学校生徒会

新御坂トンネル（一般国道 137 号）
全面通行止のお知らせ

■期　間　6月30日（月）深夜２４時まで
■通行止め区間
　一般国道１３７号と旧御坂みち（一般県道７０８
　号）との笛吹市側、河口湖側の各分岐点間
※歩行者・自転車の通行もできません。
○国道１３９号、国道３５８号（精進湖経由）、県
　�道富士河口湖芦川線※注（若彦トンネル経由）、
中央道（大月ＪＣＴ経由・有料）を利用し、迂回
してください。�
※注　�県道富士河口湖芦川線については、大型車の

すれちがいが困難な箇所があります。�
※�全面通行止期間中（６月３０日まで）は、下記の
電話番号にお問い合わせください。�
◆専用ダイヤル　☎０５５- ２６１- １５２３
◆その他の期間（お問い合わせ先）
○山梨県県土整備部�道路管理課
　０５５‐２２３‐１６９８
○山梨県峡東建設事務所　☎２０‐２７１４
○山梨県富士・東部建設事務所吉田支所
　０５５５‐２４‐９０８７

温かな善意ありがとうございました

利殖勧誘サギに注意！
利殖勧誘サギとは !?
　�手持ち資産を運用して少しでも多くの利益を得た
いという、消費者の利殖願望につけ込んで、「元本
保証」「値上がり確実」「必ず儲かる」等利殖にな
ることを強調して、「未公開株」「社債」「外国の通貨」
「商品先物取引」「事業への投資話」等、日頃なじ
みの薄い利殖話を勧めて多額の現金を騙し取る悪
徳商法の一種です。

利殖勧誘の種類
＊未公開株・社債の購入勧誘
＊外貨取引の購入勧誘
＊商品先物取引の購入勧誘
＊事業への投資話の勧誘

「儲け話」「投資」「外国通貨」「社債」「株」「原油」「水
資源」「金」などのキーワードに気をつけて！

みんなでつくろう安全・安心のまち

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

悪質商法の被害に遭わないためのポイ
ント「悪質業者は、う・そ・つ・き！」
う　　うまい話を信用しない！
　　　うまい話、絶対儲かる話には、必ず大きな　　
　　　落とし穴。
そ　　そうだんする！
　　　一人で判断せず、家族・知人・相談機関に　　
　　　相談を。
つ　　つられて返事をしない！すぐに契約しない！
　　　悪質業者は、言葉巧みにすぐ契約するよう　　
　　　迫ってきます。
き　　きっぱり！はっきり！断る！
　　　あいまいな返事をせず、キッパリ、ハッ　　　
　　　キリ、断る。

おかしいな、と思ったら、
まず相談してみてください。
日下部警察署　生活安全課
☎０５５３‐２２‐０１１０ 不動産無料相談

■日　時　6月19日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４
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＊お問合せ＊

勝沼図書館 ☎44-3746
塩山図書館 ☎32-1505
大和図書館 ☎48-2921
甘草屋敷子ども図書館
　　　　　 ☎33-5926●ホームページ

　http://www.l ib-koshu.jp/

子ども図書館第３７回企画展
シゲタサヤカ『まないたにりょうり
をあげないこと』原画展
☆期間：6月4日（水）～7月27日（日）まで
☆会場：甘草屋敷子ども図書館

「まないた」がしゃべる！「ま
ないた」が食べる！？
テンポが良くておもしろい！原
画をみると、とにかくおなかが
すきます。

勝沼図書館蔵書点検のお知らせ
6月2日（月）～13日（金）まで

蔵書点検作業のため休館させていただきます。

期間中の本の返却は、ブックポストにお願いします。
なお、ＣＤやビデオなどのＡＶ資料は壊れやすいた
め、ブックポストへの返却はできませんので、返却
予定日を確認の上図書館が休館になる前に返却をお
願いします。

まーの・あ・まーの　おはなし会

■日時：6月21日（土）午前１０時３０分～
■会場：勝沼図書館
■内容：手話による絵本の読み聞かせ
　　　　アニマシオン

◆図書館七夕イベントのご案内
　6月28日（土）～7月7日（月）
　市内の各図書館内にある笹にお願い事や七夕飾りをつるしてみませんか？
　期間中はどなたでも参加できます。一緒に飾り付けを楽しんでください！

塩山図書館リニューアル記念
「阿刀田高出張トーク」

☆日時：6月7日（土）午後１時３０分～
☆会場：甲州市民文化会館�２階�大会議室
☆定員：１５０名　お申込みは塩山図書館まで

○第 1部：阿刀田高が語る
　　　　　「読書活動をすすめるために」
○第 2部：トークセッション
　　　　　「読書を考える」
※甲州市の皆さんと阿刀田氏によるセッションです。

塩山図書館「としょかんまつり」
☆日時：7月6日（日）午前１０時１５分～受付開始
☆会場：甲州市民文化会館�２階�大会議室
☆内容：第１部　夫婦太神楽かがみもち公演
　　　　第２部　工作教室「びゅんびゅんゴマ作り」
☆定員：７０名（お申し込みは塩山図書館まで）

知的書評合戦
ビブリオバトル IN 塩山

☆日時：6月14日（土）午後５時３０分～
☆会場：塩山図書館
☆内容：ビブリオバトルは誰でも参加できる、本の紹
　　　　介コミュニケーションゲームです．「人を通
　　　　して本を知る．本を通して人を知る」をキャッ
　　　　チコピーに日本全国に広がっています！
　　　　発表者の紹介する本の中から、本日のチャン
　　　　プ本を選ぶのは参加者のみなさんです！



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp
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石
いし

田
だ

 詩
し

織
おり

ちゃん（４歳）　

　　 蛍
ほたる

ちゃん（１歳）

武
たけ

川
かわ

 美
み

咲
さき

ちゃん（３歳）

　　 友
とも

美
み

ちゃん（１歳）

奥
おく

村
むら

 花
は

瑠
る

ちゃん（４ヶ月）

妹思いの詩織と、お姉ちゃん大好

きな蛍。時々けんかもするけれど、

すぐに仲直り。これからも２人仲

良く元気に育ってね♡
父・和外さん、母・ひとみさん

（小佐手）

かわいい娘っこ達

パパとママの宝物です。

２人とも、健やかに育ってね !!

父・淑人さん、母・志乃さん

（等々力）

パパとママのところにきてくれ

てありがとう♡いつもニコニコ

かわいいハル♡元気にすくすく

育ってね☆

父・竜也さん、母・聡子さん

（上岩崎）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w
.city.koshu.yam

anashi.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／info@

city.koshu.yam
anashi.jp

〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085 番地 1　☎ 0553-32-2111　FAX 0553-32-1818

「わが家のスター」では、元気なお子さんの
写真を募集しています。ご両親のコメントを
添えて広報担当までお申し込みください。

有料広告
市では、新たな財政確保や地域経済の活性化を図るため、有料広告を募集します。

◆お問い合わせ先　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２‐５０６３


